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市政総点検の概要 

 
１．目的 
   市の財政状況が今後ますます厳しくなる状況にあっては、「市政の総点検」  

を進めることによって行財政改革を思いきって進め、行政コストの縮減を図

ると同時に将来、市の発展に寄与すると考えられる施策には積極的な投資を

行っていく必要があります。 
   このため、課題や問題点を把握し、生かすところは生かす、改めるべきは

改めていくために「市政総点検」を行いました。 
 
２．総点検と行政改革大綱の関係 
   平成１７年度に策定した「本巣市行政改革大綱」は、本年で５年間の計画

期間（平成１８～２２年度）の中間年を迎えます。行政改革大綱による現在

の取り組みに加え、さらに幅広く市民の声を聞きながら、市民の目線での総

点検を行いました。 
 
３．総点検の進め方 
   各地域の市民、各界各層の方々の生の声をじっくり聞き、真摯に語り合う

「現場主義」と「対話重視」の姿勢を大切にしながら、市民の目線で市政の

総点検を進めました。 

 
４．総点検を進める体制 
   市職員の意識改革も図りながら総点検を全庁体制で行うために、各部局か

ら課長補佐級一人ずつを集めた「本巣市政総点検チーム」を企画部総合企画

課内に設置し、寄せられる市民の意見の分析、各部局等との調整、「本巣市行

政改革大綱」との調整を行いつつ、市政全般について総点検を進めてきまし

た。 
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５．総点検結果の市政への反映 
   市政総点検の結果については、次の方法により市政へ反映し、施策の実現・

充実を図ります。 
● 平成２１年度以降の予算への反映 
● 「本巣市行政改革大綱」実施計画の一部修正 

 
６．市政総点検の実施状況 
   市民の皆さん、企業、自治会の方々のもとへ、市長をはじめ職員が出向い

て意見交換等を行い、市政に対するご意見、ご提言等をお聴きしました。 
   平成２０年４月から平成２１年３月まで 

地域座談会等   ６５回開催、延べ２，５９８人対象 
意見・提言   １３２件 
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 市民の皆様からの意見に基づく点検結果 
（元気な里づくり分野） 
 １．農林業の振興 
  （１）林業の振興 
    意見 
     ・林業の後継者を育て、生活や環境にやさしい地域づくりに力を入れ

る必要がある。 
     ・山の管理に税金を投入し、人（たとえば建設業者）を山へ向かわせ    

る必要がある。 
     ・森林の整備をしないと、ゲリラ豪雨時に下流で影響が出るので、根

尾地域の森林整備が大切。 
    市政の方向性 
     ・森林組合や林業グループへの指導や活動支援を行い、健全な林業生 

産活動を促進するとともに、林業事業体や林業従事者への助成を行

い、安定した林業労働力の確保に向けた取り組みを推進します。 
     ・林業の振興を図るため、林道整備、間伐事業、獣害防除事業、森林

組合育成事業などを実施し林業経営の安定化を図ります。 
     ・未整備森林等の間伐奨励補助、被害山林の林内整備助成など、県と

タイアップし林業事業体に対し、積極的な取り組みを奨励・推進し

ます。 
 （２）農業の振興 
     意見 
     ・農地を活性化するための施策を検討すべき。 
     ・農業の後継者を育て、生活や環境にやさしい地域づくりに力を入れ

るべき。 
     ・農業の振興には小さな地域単位で協業組合を結成したらどうか。 
     ・畑を荒らすサル、イノシシ等から作物を守る対策が必要。 
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    市政の方向性 
     ・農協が主体となり、農地保有合理化事業に取り組んでおり、これに

より農地の貸借を進め、農地の流動化及び集約化に努めます。 
     ・新規就農者への支援として、ＪＡぎふと連携しながら担い手に対す

る各種補助制度の活用や農薬・化学肥料の使用を減らした岐阜クリ

ーン農業を推進しながら環境にやさしい農業を進めていきます。 
     ・市内には現在、集落単位での機械化組合や営農組合が１６組織と３

７の認定農業者等の担い手組織があり地域の農業を支えています。  

地域農業の担い手対策としては、認定農業者、集落営農組織に対し

支援体制を整えています。 
     ・獣害防止柵設置の助成、有害鳥獣捕獲の実施、モンキードッグの育

成など農作物被害の防止に取り組んでいきます。 

 
 ２．産業の振興 
  （１）企業懇談会などの開催 
    意見 
     ・企業懇談会は今後も継続されるとよい。 
    市政の方向性 
     ・産業の情報発信、観光客の誘致など地域経済、社会生活に密着した

ニーズを把握し、これからのまちづくりに活かすため、今後も企業

懇談会を継続し地元企業との連携を図っていきます。 
  （２）若者の雇用の場の確保 
    意見 
     ・働く場所の確保。 
     ・若い人が地元の企業に入るには、企業の情報発信が必要である。 
    市政の方向性 
     ・働く場所の確保については、商工業振興、観光振興を図ることが重

要であり、現在整備中の屋井工業団地への企業誘致などにより就業

場所の確保に努めていきます。 
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     ・地元雇用は重要なことであり、関係機関と協議し、連携を図りなが

ら検討していきます。 
   （３）その他 
     意見 
     ・もう少し産業振興に力を入れるべき。 
     市政の方向性 
     ・「元気で笑顔あふれる本巣市づくり」に掲げる《産業の振興》のため、

モノづくりの姿勢を大切にします。 

 
  ３．観光交流産業の振興 
   （１）観光基盤の整備 
     意見 
     ・ＮＥＯ桜交流ランドの宿泊施設の宿泊率を上げるため、イベント等

を考える、アンケート等の実施が必要。 
     市政の方向性 
     ・宿泊施設を利用された方を対象にアンケートを実施するとともに、

平成２０年度には経営の専門家によるアドバイスを受けて改善を行

っています。 
   （２）周辺市町と連携し観光資源を巡るルートの設定 
     意見 
     ・観光交流産業の充実を図るには、徳山ダムとの関連を強化するため

馬坂トンネルの改修や県道藤橋根尾線の整備が必要である。 
     ・淡墨桜周辺で駐車場の整備を行うとともに、根尾地域の豊富な観光

資源を活用するため、谷汲山や徳山ダムを巡るコース等を作ったら

どうか。 
     市政の方向性 
     ・淡墨公園周辺での駐車場整備を検討するとともに、本巣市と揖斐川

町で組織する「西美濃夢回廊整備促進協議会」などにより、周辺の

国県道の整備についても岐阜県に要望していきます。 
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   （３）その他 
     意見 
     ・旧町村単位で行われているイベントについては見直しを行ったらど

うか。 
     ・市全体でホタルの保護活動に取り組むとよい。 
     市政の方向性 
     ・合併直後の平成１７年度にイベントの見直しを行い、統廃合し現在

に至っていますが、今後においても、市民の皆さんのご意見をいた

だきながら、見直しを行っていきます。 
     ・蛍保護条例を制定し、保護区域の設定、捕獲禁止、草刈の禁止を定

めるとともに、保護活動については、本巣中学校の生徒などが席田

用水の清掃を行っており、今後さらに保護活動、環境保全等に努め

ていきます。 
 
  ４．地域の方々による主体的なまちづくり 
     意見 
     ・来庁者への応対について改善を図るべき。 
     ・「元気で笑顔あふれる本巣市づくり」実現には、市職員の行政マンと

しての熱意、意欲向上が必要であり、そのためには、職員研修と心

機一転の意識改革が必要。 
     ・民間人を含めた改革、民意を取り込んだ市政を進める必要がある。 
     ・北部地域での後継者づくりに力を入れる必要がある。 
     ・市政総点検については、行政が各自治会をまわるなど積極的に出向

いて進めるべきである。 
     ・「元気で笑顔あふれる本巣市づくり」の最優先順位を明らかにすべき。 
     市政の方向性 
     ・組織文化（組織・職場の体質や雰囲気など）の改善や接遇などの研

修を計画的に実施するとともに、今後においても親切丁寧な接遇の

徹底、市民満足度の向上を最優先とする価値観、思考様式の徹底な
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どを引き続き図っていきます。 
     ・市研修計画に基づき研修を実施するとともに、職員提案制度を活用

し意識改革の向上に努めています。 
     ・市政総点検を実施し、市政に対する意見や情報の収集などを行うと

ともに、各種委員会への公募委員の登用やパブリックコメントの実

施などにより市民目線での市政を進めています。 
     ・北部地域では、「うすずみの里定住促進要綱」により定住の促進を図

り、活力あるまちづくりを進めています。また、平成２０年度に根

尾地域においては日常生活に関するアンケートにより、地域の方々

の意見を聞くなどの取り組みを行っています。 
     ・自治会数が１１６にのぼるため、主体性をもって市政を考えてもら

える自治会を対象に意見交換を目的とした自治会座談会を実施して

います。また、自治会座談会に限らず各部局の各種会合においても、

広く皆さんからの意見収集に努めています。 
     ・「元気で笑顔あふれる本巣市づくり」については、特に《産業の振興》

に力を入れて取り組んでいきます。 
 
（ぬくもりのある里づくり分野） 
 １．子育て支援 
  （１）保育園、幼稚園の増改築 
    意見 
     ・保育園の統合については、どのような計画になっているのか。 
    市政の方向性 
     ・財政計画の中で、施設建設の時期、場所等について検討を行ってい

きます。 
  （２）その他 
    意見 
     ・小学生の学童保育の充実が必要。 
     ・少子化対策として、下水道料金において乳幼児と一般の人との差を
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設ける。 
    市政の方向性 
     ・学童保育については、本巣、糸貫、真正地域において小学校１年生

から３年生を対象として年間を通じて実施しています。根尾地域に

ついては実施していませんが、利用希望者の把握に努め検討します。 
     ・一般家庭における年間の下水道料金をもとに、一人当たりの金額を

算定しているため、年齢により下水道料金を区分するのは難しく、

優遇については考えていません。 

 
 ２．高齢者等の支援 
    意見 
     ・福祉協力員設置の早期実現。 
     ・根尾地域の冬は厳しく、高齢者世帯・独居世帯が多いため、屋根雪

下ろしなどの人手不足の対策が必要。 
・根尾地域には障がい者のための施設がなく、仲間づくり、働く喜び、

働く場所が必要。 
・本巣老人福祉センターの耐震化が必要 

    市政の方向性 
     ・福祉協力員設置については、本巣市社会福祉協議会において、モデ

ル地区による試行を経て制度化に向け検討されています。 
     ・人手不足の解消については、地域で助け合いながら、行政支援、ボ

ランティアを入れる仕組みを作り、可能な限り実施していきます。 
     ・根尾地域の障がい者のための施設については、長期的には地域活動

支援センター活動の充実や通所の利便性を市域として検討すること

とし、短期的には本巣市障害者生活支援センター「えがお」を総合

相談支援機関として仲間づくり支援や就労相談支援を進めていきま

す。 
     ・早期に耐震診断や耐力度調査を実施し、調査結果から最適な整備方

法を検討し、計画的に施設整備を進めていきます。 
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 ３．元気に暮らせる健康づくり 
    意見 
     ・診療所の継続、救急医療の充実。 
     ・市民病院の建設。 
    市政の方向性 
      ・診療所については、利用者数により規模は縮小するかもしれません

が、廃止は考えていません。 
     ・救急医療については、岐阜市内の病院で対応していただける体制と

なっています。また、もとす広域連合で、日曜日、祝日には「休日

急患診療所」を開設しています。さらに、ヘリコプターで大学病院

へ搬送できる仕組みも整っています。 
     ・市民病院の建設については、北部地域には２つの診療所があり、南

部地域にはいくつもの医療機関があること、また、近隣の市には短

時間で行ける総合病院もあること、また、財政的な面から考えてい

ません。 

 
 ４．市民の生命・財産・暮らしを守る施策 
  （１）地域消防、地域防災対策 
    意見 
     ・地域消防団については、暮らしを守るためではなく、操法大会のた

めの団員となっているため、そのあり方について検討すべき。 
     ・生命安全のため、要援護者リストが必要であり、この情報を市、自

治会、民生委員、消防等で共有する必要がある。 
     ・根尾地域の防災体制で、ボランティアや女性の活用を図るべき。 
    市政の方向性 
     ・消防操法訓練は基本的な消火技術の習得はもとより、迅速、正確か

つ安全に消火活動を行うために実施しているものであり、なくては

ならない訓練です。 
     ・要援護者台帳の作成と民生委員等関係者へのリストの提供ができる
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よう、現在、準備を進めています。 
     ・根尾地域においては消防団員が不足しているので、女性やＯＢ団員

の方にも加入してもらい、根尾地域の消防力を高めていきます。 
 （２）交通安全対策 
    意見 

  ・子どもの通学路について危険場所の見直しが早急に必要。 
 市政の方向性 
  ・通学路の周辺環境は絶えず状況が変化していくので、定期的に保護

者や地域の方々と点検を行い、自治会として取りまとめた要望書に

基づき見直しを行います。今後の要望についても、警察などの関係

機関と検討を進め、改善できることから順次進めていきます。 
（３）地域防犯対策 
  意見 
   ・犯罪を防止するため、不審者情報などについて防災無線を活用し広

報する。 
   ・安全・安心について防災無線で広報しているが、逆に本巣市は安全・

安心でないと広報していることになる。 
  市政の方向性 
   ・緊急に市民に伝えなければならない危険性の高い場合は活用します

が、それ以外のものについては重大な人権侵害につながることもあ

り、基本的に行わないこととしています。 
   ・市内南部の一部では、広報で注意を呼びかけなければならない状況

となっています。 

 
（うるおいのある快適な里づくり分野） 
  １．緑豊かな潤いのある里づくり 
  （１）河川の保全など 

意見 
     ・根尾川山口頭首工は良くなく、河川環境が悪い状況のため、農林水
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産省や国土交通省による整備実現に向けて、市の尽力が必要。 
     ・河川整備は、都市計画マスタープランの中で位置づけが必要。 
    市政の方向性 
     ・地元関係団体との調整が整えば、事業の進捗状況に応じて、市とし

ても協力していきます。 
     ・都市計画マスタープランの、分野別まちづくり方針で位置づけられ

ています。 
  （２）その他 
    意見 
     ・道路端や畑にゴミ等が目立つので対応をし、ゴミの無いきれいなま

ちづくりが必要。 
    市政の方向性 
     ・市民ボランティアによる清掃活動、環境監視員による巡視、ポイ捨

て看板の設置を行っています。ゴミのないまちをめざし地域の方々

とともに取り組んでいきます。 

 
 ２．生活環境基盤の充実とアメニティの向上 
  （１）生活・幹線道路の整備推進 
    意見 
     ・東海環状自動車道の一日でも早い開通。 
     ・東海環状自動車道の糸貫インターについては、岐阜インター、大垣

インターとの役割を分担したインターの位置づけが必要。 
     ・第２縦貫道の計画が短縮されているが計画どおり行うべきである。

本巣地域等から連絡する道路が必要。岐阜市と連絡する道路が必要

である。 
     ・文殊の森連絡道路の整備について、市の基本的な考え方は。 
    市政の方向性 
     ・東海環状自動車道については、関係機関に対し、引き続き、早期開

通を要望していきます。 
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     ・東海環状自動車道の糸貫インターチェンジを本巣市の玄関口として

位置づけ、接続する道路の整備に努めます。 
     ・主要事業計画及び道路網整備計画に基づき整備を行うこととしてお

り、具体的には、都市計画道路長良糸貫線の整備促進、さらにはそ

れを取り巻く市道を整備していきます。 
     ・文殊の森連絡道路については、道路網整備計画の中で、９項目の視

点から評価をして長期計画に位置づけています。 
  （２）都市公園の整備 
    意見  

・市民が気軽に行くことができる公園の建設が必要。 
     ・岐阜ファミリーパーク、長良公園、畜産センターのような公園が少

ない。 
    市政の方向性 
     ・市内に整備されている既存の公園については、適切な維持・管理に

努めるとともに市民のニーズに対応した整備充実を検討します。 
また、地域的なバランスに留意しながら公園の整備についても検

討しますが、既存の公園の維持経費が嵩んでいることなどから、大

規模な公園の建設は予定していません。 
  （３）上下水道の整備 
    意見 
     ・上水道の拡張が必要。 
     ・下水道を整備した地区のつなぎこみを推進するため、補助制度等が

必要。 
     ・合併浄化槽の機能が良くなっているため、下水道での整備は慎重な

検討が必要。 
    市政の方向性 

・上水道の整備については、未整備区域の解消を図るべく、毎年事業

を実施しています。 
・下水道の新設工事に対する補助、高額負担に係る助成金制度の活用
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をＰＲします。 
・合併浄化槽での整備及び下水道での整備のどちらにも長所、短所が

あるため、地域ごとにどちらでの整備が望ましいか検討していきま

す。 
  （４）「もとバス」「樽見鉄道」等の公共交通機関の改善 
    意見 
     ・もとバスについて、高齢者が病院や買い物などに行きやすいような

利便性向上が必要。 
     ・もとバスについては、ＪＲ穂積駅と接続しないと利用価値がない。 
     ・もとバスについては、乗車人数が少ないのでワゴン車両で充分。 
     ・もとバスに乗りたくなるように有効活用すべき。 
     ・もとバスの乗車実績を公表して、存続の有無を検討すべき。 
     ・もとバスについては、その意義が全く理解できないので廃止すべき。 
     ・もとバス、樽見鉄道の問題については、そろそろ結論を出してもい

い時期である。 
     ・乗りやすい本巣市公共交通機関を考慮するとともに、結節点の駐車

場整備等を行い、スムーズな公共交通機関の利用改善が必要。 
     ・樽見鉄道は、通勤・通学の唯一の公共交通機関であり、今後も存続

すべき。 
    市政の方向性 
     ・平成２０年度に地域公共交通総合連携計画を策定し、もとバスを含

む市内の公共交通のあり方について見直し、実証実験を行い、運行

形態やルートの変更、ダイヤ改正、樽見鉄道とバスとの結節向上等

により、利用しやすい公共交通体系の実現に取り組んでいきます。 
     ・樽見鉄道の存続については、多くの市民の方に利用してもらうこと

が存続につながることになります。 

 
  （５）葬祭場の整備 
    意見 
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・葬祭場の整備については、広域か民間の施設を利用させてもらえれ

ばよい。 
・斎場が広域となるのなら、本巣市でセレモニーホールを建設すべき。 
・本巣市内にも火葬場が必要。 

    市政の方向性 
     ・斎場の整備については、少ない経費で大きな効果を得るため、市民

の負担軽減も含め広域化（揖斐広域斎場への加入）について協議を

進めています。 
  （６）その他 
    意見 
     ・建売住宅等の開発工事に統一性がないため、計画性をもった開発が

必要。 
     ・過去の工事の遅れや、無秩序な開発により、農地地域に住宅等が混

在して住みにくくなっているので、もっと規制強化が必要。 
     ・人口増加と土地利用規制は関連しており、人口増加が本巣市の発展

につながるので、必要最小限の規制とし、しばらく様子を見極めて

から用途地域の指定を検討すべき。 
     ・単独都市計画のメリットを明確化すべき。 
     ・周辺地域に比べて、都市計画区域の制定は遅すぎるくらいなので早

急な制定が必要。また、岐阜市と別々になるのは大変良い。なお、

説明会に人を集めるにはもっとＰＲが必要。 
    市政の方向性 
     ・開発については１，０００㎡を超えるものについて、「本巣市土地開

発事業の調整に関する規則」に基づき、一律的な基準のもとに土地

開発をお願いしています。 
     ・農業地域に宅地が混在する状態は好ましくないので、早期に都市計

画の指定を行い、土地利用に秩序を持たせていきます。 
     ・都市計画の内外で、大きな規制格差があるため、南部地域の平坦部

において統一した都市計画の指定を検討しています。また、規制は、
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必要最小限の基準として、開発許可と確認申請を義務づける程度の

規制を検討しています。 
     ・都市計画の指定には、市民の合意が不可欠であり、出来るだけ多く

の機会を捉えて懇談会や説明会を開催し、本巣市単独の都市計画を

早期に指定していきます。 

 
 ３．個性と創造性豊かな人材育成 
  （１）小中学校の耐震対策など教育環境の整備 
    意見 
     ・幼稚園・小中学校校舎等の耐震化、アスベスト問題に対し、早期に

環境整備をする必要がある。 
    市政の方向性 
     ・耐震化については、幼稚園・保育園等のうち旧耐震基準で建築した

園は計画的な実施に向けて検討しています。また、小中学校につい

ては平成２２年度までに耐震化の実現を図ることとしています。 
     ・アスベスト問題については、幼稚園・保育園等は直ちに空気中に飛

散する恐れのある施設はありませんが、建築資材に一部含有してい

る施設があるため施設改修時に撤去します。また、小中学校につい

てはすべての施設に使用がないことを確認済です。 
  （２）その他 
    意見 
     ・給食センターを新築する必要があったのか疑問である。 
    市政の方向性 
     ・老朽化していた３つの給食センターを統合し新築したことにより、

調理の効率化が図られたとともに、より衛生的で安心・安全な給食

を提供できるようになりました。 

      
 ４．市民一人ひとりが充実した人生を送る施策 
    意見 
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     ・就学前の子どもと高齢者がスポーツに取り組む機会を増やすべき。 
     ・親の子育て能力が低下しているので「親育ち」が必要。 
     ・糸貫、根尾地域には市民が自由に活用できるＩＴ環境が整備されて

いないため、学校の施設を利用することなどを含め、環境整備が必

要。 
     ・市民運動会については市一本で実施するべき。 
     ・ソフトバレーボール大会などスポーツ競技で市の大会を開催する。 
     ・大学を設置すれば、学習拠点となり生涯学習にも役立つ。 
    市政の方向性 
     ・市内全域での講座開催を含め、全地域で幅広いスポーツ機会の提供

を充実していきます。 
     ・乳幼児期の家庭教育学級を開催するとともに、保育園、幼稚園、小

中学校に委託し、ＰＴＡ活動の一環として、家庭教育の支援を目的

とした家庭教育学級を開催しています。 
     ・本巣、真正地域の公民館内にはパソコン教室を行う設備が整ってい

るので、まずはこれら既存設備の市全体での有効活用が基本です。 
     ・市民運動会については、全域で開催できる会場がないことやプログ

ラムの編成ができないこと、市民アンケートにおいても「現在の形

で実施する」という回答が最も多いことなどから、これまでどおり

地域ごとの開催を継続します。 
     ・ソフトバレーボール大会については現在市の大会を開催しています。

今後も競技人口が多く、初心者でも気軽に楽しめる競技があれば、

市の大会を検討していきます。 
     ・生涯学習については、公民館や図書館などの社会教育施設を拠点と

することとしており、大学設置については、現在計画はありません。 
 
 
 ５．地域の個性と魅力づくり 
  （１）地域の伝統文化の保護･育成 
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    意見 
     ・自治会内で細々と受け継いでいる「地域の伝統文化の保護･育成」の

施策が必要。 
    市政の方向性 
     ・文化財として価値があり、かつ所有者、管理者の同意が得られれば、

指定文化財に指定し、保護・育成に関する補助等の支援を行います。 
  （２）その他 
    意見 
     ・高木貞治博士の偉業を顕彰する建物を建設する。 
    市政の方向性 

・新たに建物を建設するのではなく、既存の建物を有効に活用し、顕

彰することを検討します。 

 
  ※市民の皆様からいただきました意見等のすべて及びその詳細については、

別添資料をご参照ください。 
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い

ま
す

。
　

又
、

個
人

１
３

・
法

人
１

の
担

い
手

組
織

が
あ

り
、

各
種

補
助

制
度

を
利

用
し

な
が

ら
、

地
域

の
農

業
を

支
え

て
い

ま
す

。
農

業
経

営
を

目
的

と
し

た
地

域
農

業
の

担
い

手
対

策
と

し
て

、
認

定
農

業
者

（
耕

作
面

積
が

４
h
a

以
上

）
、

集
落

営
農

組
織

（
耕

作
面

積
が

２
０

h
a以

上
）
に

対
し

、
国

・
県

・
市

・
Ｊ

Ａ
等

の
支

援
体

制
を

整
え

て
い

ま
す

。

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
4

〈
獣

対
策

に
つ

い
て

〉
畑

を
荒

ら
す

サ
ル

、
イ

ノ
シ

シ
等

か
ら

作
物

を
守

る
対

策
は

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
回

答
済

産
業

経
済

課

  
 獣

害
防

止
柵

を
設

置
さ

れ
た

方
に

助
成

金
を

交
付

す
る

「
本

巣
市

獣
害

防
止

柵
設

置
費

助
成

金
交

付
制

度
」
が

あ
り

ま
す

の
で

、
御

活
用

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

有
害

鳥
獣

捕
獲

の
実

施
、

モ
ン

キ
ー

ド
ッ

グ
（
猿

を
追

い
払

う
犬

）
の

育
成

な
ど

農
作

物
被

害
の

防
止

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
が

、
農

作
物

や
生

ご
み

な
ど

の
適

正
処

理
及

び
雑

草
管

理
の

実
施

な
ど

鳥
獣

害
に

強
い

集
落

作
り

を
進

め
て

い
く
こ

と
も

必
要

で
す

の
で

、
地

域
の

皆
様

の
御

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

18



～
本

巣
市

政
の

総
点

検
～

　
  

  
  

  
 市

 民
 の
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 の
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 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

総
合

企
画

課
9

3
本

巣
市

産
業

懇
談

会
5

こ
の

よ
う

な
機

会
（
産

業
懇

談
会

）
は

、
今

後
も

継
続

さ
れ

る
と

よ
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
産

業
の

情
報

発
信

、
観

光
客

の
誘

致
な

ど
地

域
経

済
、

社
会

生
活

に
密

着
し

た
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

、
こ

れ
か

ら
の

ま
ち

づ
く
り

に
活

か
す

為
、

今
後

も
継

続
し

て
実

施
し

ま
す

。

都
市

計
画

課
8

2
8

都
市

計
画

区
域

再
編

に
係

る
「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(本

巣
小

学
校

区
)

9
＜

屋
井

工
業

団
地

に
つ

い
て

＞
工

業
団

地
が

整
備

さ
れ

て
き

て
お

り
、

工
場

等
の

進
出

を
要

望
し

て
い

る
が

、
環

境
を

破
壊

す
る

よ
う

な
企

業
が

進
出

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
審

査
な

ど
は

行
っ

て
い

る
の

か
。

回
答

済
企

業
誘

致
推

進
室

  
企

業
誘

致
促

進
審

議
会

を
開

催
し

、
進

出
企

業
の

審
査

を
行

い
選

定
を

行
っ

て
い

ま
す

。

下
水

道
課

5
1
8

弾
正

西
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

1
0

＜
若

者
の

雇
用

の
場

の
確

保
に

つ
い

て
＞

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

を
本

巣
市

内
に

作
っ

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
産

業
経

済
課

　
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
は

、
厚

生
労

働
省

の
所

属
機

関
で

、
現

在
、

県
内

に
１

０
ヶ

所
設

置
さ

れ
て

お
り

ま
す

が
、

出
先

機
関

は
削

減
す

る
方

向
で

あ
り

、
今

後
増

設
す

る
こ

と
は

あ
ま

り
な

い
と

の
こ

と
で

す
。

　
市

と
し

て
は

、
企

業
誘

致
な

ど
に

よ
り

若
者

の
雇

用
対

策
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
1
0

＜
雇

用
場

所
の

確
保

に
つ

い
て

＞
若

い
人

達
に

は
、

根
尾

の
自

然
の

中
で

暮
ら

し
て

欲
し

い
と

思
い

ま
す

が
、

働
く
場

所
が

あ
り

ま
せ

ん
。

働
く
場

所
を

作
っ

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
産

業
経

済
課

　
働

く
場

所
の

確
保

に
つ

い
て

は
、

観
光

振
興

、
商

工
業

振
興

を
は

か
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
現

在
整

備
中

の
屋

井
工

業
団

地
へ

の
企

業
誘

致
に

よ
り

就
業

場
所

を
確

保
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

総
合

企
画

課
9

3
本

巣
市

産
業

懇
談

会
1
0

若
い

人
は

、
地

元
の

企
業

に
入

ら
な

い
こ

と
が

多
い

が
、

企
業

の
情

報
発

信
が

必
要

で
あ

る
。

例
え

ば
、

高
校

生
を

対
象

に
市

内
企

業
を

廻
る

バ
ス

ツ
ア

ー
な

ど
回

答
保

留
産

業
経

済
課

　
地

元
雇

用
は

重
要

な
こ

と
な

の
で

、
関

係
機

関
と

協
議

し
、

連
携

を
図

り
な

が
ら

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
1
3

＜
市

政
の

方
向

性
及

び
施

策
に

つ
い

て
＞

市
政

の
方

向
性

に
つ

い
て

は
間

違
っ

て
い

な
い

と
思

う
が

、
も

う
少

し
産

業
振

興
に

力
を

入
れ

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
「
元

気
で

笑
顔

あ
ふ

れ
る

本
巣

市
づ

く
り

」
を

実
現

す
る

た
め

の
3
つ

の
基

本
方

針
の

一
つ

と
し

て
、

『
元

気
な

里
づ

く
り

』
の

中
に

、
具

体
的

な
施

策
と

し
て

《
産

業
の

振
興

》
を

掲
げ

、
ま

ず
最

初
に

推
進

し
て

い
く
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

総
合

企
画

課
9

3
本

巣
市

産
業

懇
談

会
1
3

食
品

製
造

を
し

て
お

り
、

食
材

の
利

用
方

法
を

ピ
ー

ア
ー

ル
す

る
た

め
、

糸
貫

ぬ
く
も

り
の

里
を

利
用

し
て

料
理

教
室

を
開

催
し

て
い

る
が

、
休

み
の

日
は

糸
貫

ぬ
く
も

り
の

里
調

理
室

が
施

設
が

利
用

で
き

な
い

。
回

答
保

留
福

祉
敬

愛
課

　
ぬ

く
も

り
の

里
調

理
室

は
、

保
健

セ
ン

タ
ー

が
実

施
す

る
市

民
の

食
生

活
改

善
に

関
す

る
事

業
や

健
康

づ
く
り

に
資

す
る

施
設

と
し

て
建

設
し

た
経

緯
か

ら
、

保
健

セ
ン

タ
ー

の
休

業
日

（
土

曜
日

、
日

曜
日

・
祝

日
等

）
は

原
則

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
た

だ
し

、
利

用
目

的
の

公
共

性
、

社
会

貢
献

性
及

び
産

業
振

興
上

等
に

お
い

て
特

に
必

要
と

認
め

ら
れ

る
場

合
は

利
用

を
認

め
る

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
ご

相
談

く
だ

さ
い

。

総
合

企
画

課
4

3
0

市
政

の
方

向
性

や
施

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
意

見
（
提

案
）
票

1
4

　
「
温

泉
の

設
備

に
つ

い
て

」
高

齢
者

に
も

使
い

や
す

い
機

器
に

し
て

は
ど

う
か

。
 「

宿
泊

施
設

に
つ

い
て

」
宿

泊
率

５
割

を
目

標
に

イ
ベ

ン
ト

等
を

考
え

営
業

さ
れ

な
い

と
経

営
上

厳
し

い
、

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
を

実
施

し
て

は
。

回
答

保
留

産
業

経
済

課

　
温

泉
設

備
の

「
高

齢
者

に
も

使
い

や
す

い
機

器
｣に

つ
い

て
は

、
温

泉
の

指
定

管
理

者
で

あ
る

(財
)N

E
O

桜
交

流
ラ

ン
ド

に
対

し
て

意
見

が
あ

っ
た

こ
と

を
伝

え
ま

し
た

。
　

ま
た

、
集

客
を

図
る

た
め

、
平

成
1
9
、

2
0
年

度
の

2
年

間
国

の
補

助
を

受
け

「
う

す
ず

み
温

泉
活

性
化

イ
ベ

ン
ト

｣と
し

て
各

種
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
経

営
に

つ
い

て
は

、
宿

泊
施

設
を

利
用

さ
れ

た
方

を
対

象
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

活
か

せ
る

も
の

は
活

か
し

て
い

る
と

と
も

に
、

平
成

2
0
年

度
に

国
の

「
地

域
活

性
化

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

事
業

｣を
実

施
し

、
経

営
の

専
門

家
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

て
改

善
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。
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 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

総
合

企
画

課
4

3
0

市
政

の
方

向
性

や
施

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
意

見
（
提

案
）
票

1
6

4
1

「
道

路
整

備
に

つ
い

て
」
馬

坂
峠

か
ら

本
巣

市
側

の
道

路
整

備
が

さ
れ

て
い

な
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

建
設

課

商
工

観
光

課
5

1
3

う
す

ず
み

サ
マ

ー
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

第
１

回
実

行
委

員
会

1
6

4
1

〈
観

光
交

流
施

策
に

つ
い

て
〉

市
の

北
部

は
観

光
交

流
産

業
の

充
実

を
図

る
と

し
て

い
る

が
、

徳
山

ダ
ム

と
の

関
連

を
強

化
し

揖
斐

川
町

と
本

市
を

結
ぶ

観
光

ル
ー

ト
（
西

美
濃

夢
回

廊
）
を

確
固

た
る

も
の

に
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

そ
の

一
つ

の
手

段
と

し
て

馬
坂

峠
の

馬
坂

ト
ン

ネ
ル

は
普

通
乗

用
車

で
も

対
向

車
が

来
れ

ば
通

過
が

難
し

く
ま

し
て

大
型

車
輌

の
通

過
は

出
来

な
い

状
況

で
あ

る
。

早
期

の
ト

ン
ネ

ル
改

修
を

望
み

た
い

。
観

光
交

流
人

口
及

び
観

光
収

入
の

増
に

繋
が

る
の

で
は

。

回
答

保
留

建
設

課

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
1
6

<
観

光
名

所
の

駐
車

場
、

観
光

ル
ー

ト
の

整
備

及
び

農
産

物
、

特
産

品
に

つ
い

て
>

1
5
7
号

は
生

活
道

路
で

あ
り

、
特

に
休

日
に

は
観

光
客

の
車

で
平

野
地

区
か

ら
樽

見
ま

で
渋

滞
し

て
し

ま
い

、
仕

事
の

う
え

で
も

大
変

困
る

の
で

、
駐

車
場

の
整

備
を

し
て

ほ
し

い
。

又
、

根
尾

に
は

多
く
の

観
光

資
源

が
あ

る
の

で
、

谷
汲

や
徳

山
ダ

ム
を

巡
る

コ
ー

ス
を

作
っ

た
り

、
荒

れ
た

田
畑

を
利

用
し

て
農

産
物

を
開

発
し

、
特

産
品

を
作

っ
た

り
し

て
年

間
を

通
し

て
収

入
を

得
る

よ
う

に
な

れ
ば

、
若

者
の

定
住

が
増

え
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

回
答

済
　

淡
墨

公
園

周
辺

で
の

駐
車

場
整

備
は

考
え

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
観

光
を

点
か

ら
線

に
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
の

で
道

路
整

備
に

つ
い

て
も

必
要

で
あ

り
、

温
見

峠
な

ど
の

整
備

も
含

め
、

県
に

要
請

し
て

い
ま

す
。

農
政

課
6

9
も

と
す

織
部

祭
り

実
行

委
員

会
1
9

 
希

望
に

満
ち

た
ま

ち
づ

く
り

の
中

で
、

イ
ベ

ン
ト

内
容

の
見

直
し

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

行
革

実
施

計
画

　
1
-
1
-
1
-
1
4

1
9

 

市
が

現
在

実
施

し
て

い
る

各
種

イ
ベ

ン
ト

は
合

併
前

の
旧

町
村

単
位

で
実

施
し

て
い

る
が

、
旧

町
村

単
位

は
こ

の
辺

で
一

掃
し

て
、

新
し

い
感

覚
で

市
単

位
に

ま
と

め
る

べ
き

で
は

な
い

か
。

　
色

々
と

地
域

事
情

は
あ

る
が

、
こ

れ
を

打
ち

破
る

こ
と

が
改

革
で

は
な

い
か

。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

社
会

教
育

課
6

1
1

本
巣

市
青

少
年

育
成

推
進

員
会

1
9

市
全

体
で

ホ
タ

ル
の

保
護

活
動

に
取

り
組

む
と

良
い

。
ホ

タ
ル

は
生

活
環

境
の

指
標

で
も

あ
る

た
め

、
本

巣
市

は
ホ

タ
ル

が
住

め
る

好
環

境
で

あ
る

こ
と

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
と

良
い

。
市

内
の

い
た

る
と

こ
ろ

で
ホ

タ
ル

の
飛

ぶ
姿

が
見

ら
れ

る
様

に
な

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る

。
特

に
、

柿
の

里
の

池
や

、
糸

貫
川

に
は

是
非

復
活

さ
せ

た
い

。
ま

た
、

各
地

域
の

住
民

に
ホ

タ
ル

の
生

態
等

の
勉

強
会

を
開

き
、

「
こ

の
場

所
だ

け
は

、
○

月
頃

ま
で

草
を

刈
ら

ず
に

ホ
タ

ル
の

た
め

に
残

し
て

お
こ

う
」
と

い
う

気
運

が
お

こ
れ

ば
良

い
と

思
う

。

回
答

保
留

産
業

経
済

課

　
本

巣
市

蛍
保

護
条

例
を

制
定

し
、

保
護

区
域

の
設

定
、

捕
獲

禁
止

、
草

刈
の

禁
止

な
ど

を
定

め
て

い
ま

す
。

　
蛍

の
保

護
活

動
に

つ
い

て
は

、
本

巣
中

学
校

な
ど

が
席

田
用

水
の

清
掃

を
行

っ
て

い
ま

す
が

、
今

後
更

に
保

護
活

動
･環

境
保

全
等

に
努

め
て

い
き

ま
す

。

総
合

企
画

課
9

2
7

法
林

寺
自

治
会

市
長

座
談

会
1
9

文
殊

の
森

周
辺

に
あ

る
史

跡
、

古
墳

を
取

り
入

れ
た

散
策

道
路

の
設

定
に

つ
て

回
答

済
産

業
経

済
課

社
会

教
育

課
　

観
光

協
会

等
の

意
見

を
聞

く
な

ど
、

必
要

性
も

含
め

て
検

討
を

し
ま

す
。

総
合

企
画

課
総

合
企

画
課

へ
持

参
（
２

/
２

）
1
9

（
う

す
ず

み
温

泉
の

料
金

に
つ

い
て

）
自

治
会

役
員

で
樽

見
鉄

道
を

利
用

し
、

会
食

を
計

画
し

ま
し

た
が

高
額

す
ぎ

て
断

念
し

ま
し

た
。

料
理

価
格

の
低

減
と

入
浴

料
の

無
料

サ
ー

ビ
ス

を
期

待
し

ま
す

。
今

後
は

、
宿

泊
施

設
も

含
め

、
薄

利
多

売
の

精
神

で
活

性
化

と
盛

況
を

期
待

し
ま

す
。

回
答

保
留

産
業

経
済

課
　

う
す

ず
み

温
泉

へ
申

し
入

れ
、

検
討

を
し

て
も

ら
い

ま
す

。

総
合

企
画

課
議

会
事

務
局

　
＜

本
巣

市
議

会
の

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
中

継
に

つ
い

て
＞

　
市

議
会

を
傍

聴
し

た
い

が
遠

い
の

で
出

か
け

ら
れ

な
い

。
議

会
運

営
状

況
を

広
く
市

民
に

ア
ピ

ー
ル

す
る

た
め

、
議

会
中

継
を

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

公
開

し
て

は
ど

う
か

。
4

市
政

の
方

向
性

や
施

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
意

見
（
提

案
）
票

3
0

2
2

　
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

に
限

ら
ず

、
Ｃ

Ａ
Ｔ

Ｖ
に

よ
る

議
会

中
継

も
可

能
と

な
る

た
め

、
平

成
2
1
年

度
開

始
予

定
の

Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ

に
よ

る
市

独
自

番
組

の
内

容
と

併
せ

て
、

議
会

中
継

に
つ

い
て

の
取

り
扱

い
を

検
討

し
ま

す
。

　
要

望
箇

所
は

、
県

道
藤

橋
根

尾
線

の
た

め
、

本
巣

市
と

揖
斐

川
町

で
組

織
す

る
西

美
濃

夢
回

廊
整

備
促

進
協

議
会

な
ど

に
よ

り
県

に
道

路
整

備
の

要
望

を
し

て
い

ま
す

。
県

か
ら

は
、

国
道

1
5
7
号

か
ら

馬
坂

ト
ン

ネ
ル

ま
で

の
未

改
良

区
間

が
長

い
た

め
、

道
路

整
備

手
法

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
き

た
い

と
の

回
答

を
頂

い
て

い
ま

す
が

、
今

後
も

継
続

的
に

要
望

活
動

を
し

て
い

き
ま

す
。

　
平

成
1
7
年

度
に

行
事

・
イ

ベ
ン

ト
等

の
見

直
し

を
行

い
、

統
廃

合
し

現
在

に
至

っ
て

い
ま

す
。

な
お

、
今

後
に

お
い

て
も

、
現

在
実

施
し

て
い

る
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
、

よ
り

良
い

も
の

と
な

る
よ

う
地

域
の

皆
さ

ん
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

い
た

だ
き

な
が

ら
必

要
に

応
じ

て
随

時
見

直
し

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

20



～
本

巣
市

政
の

総
点

検
～

　
  

  
  

  
 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

福
祉

敬
愛

課
5

1
3

平
成

2
0
年

度
本

巣
市

老
人

ク
ラ

ブ
連

合
会

総
会

2
2

＜
糸

貫
分

庁
舎

の
花

壇
の

管
理

に
つ

い
て

＞
商

業
施

設
モ

レ
ラ

に
大

勢
の

来
場

が
あ

る
中

、
隣

接
の

糸
貫

分
庁

舎
の

花
壇

は
雑

草
に

覆
わ

れ
、

遠
方

か
ら

来
ら

れ
た

方
が

見
て

が
っ

か
り

さ
れ

な
い

か
。

残
念

で
な

り
ま

せ
ん

。
職

員
で

草
取

り
ぐ

ら
い

で
き

る
は

ず
。

自
分

の
職

場
と

い
う

自
覚

を
持

っ
て

欲
し

い
。

回
答

済

財
政

課
真

正
・
糸

貫
地

域
調

整
課

根
尾

総
務

産
業

課

　
庁

舎
は

市
の

顔
の

一
つ

で
す

。
し

っ
か

り
管

理
で

き
る

よ
う

取
り

組
み

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
6

1
2

本
巣

市
遺

族
連

合
会

役
員

会
2
2

＜
来

庁
者

に
対

す
る

職
員

の
応

対
に

つ
い

て
＞

庁
舎

に
訪

れ
た

際
、

市
民

は
冷

た
さ

を
感

じ
て

い
る

。
パ

ソ
コ

ン
に

見
入

っ
て

い
る

職
員

が
多

く
、

声
が

か
け

づ
ら

い
。

あ
い

さ
つ

を
心

が
け

る
等

、
来

庁
者

に
対

す
る

応
対

に
つ

い
て

改
善

を
図

る
べ

き
で

あ
る

。

回
答

保
留

秘
書

広
報

課
　

「
本

巣
市

人
材

育
成

基
本

計
画

」
に

基
づ

き
、

組
織

文
化

の
改

善
や

接
遇

な
ど

の
職

員
研

修
を

計
画

的
に

実
施

し
て

い
ま

す
。

今
後

も
親

切
丁

寧
な

接
遇

の
徹

底
、

市
民

満
足

度
の

向
上

を
最

優
先

と
す

る
価

値
観

、
思

考
様

式
の

徹
底

な
ど

を
引

き
続

き
図

っ
て

い
き

ま
す

。

総
合

企
画

課
7

9
本

巣
外

山
７

自
治

会
市

長
座

談
会

2
2

「
元

気
で

笑
顔

あ
ふ

れ
る

本
巣

市
づ

く
り

」
実

現
の

原
動

力
は

市
職

員
の

行
政

マ
ン

と
し

て
の

熱
意

・
意

欲
の

向
上

が
必

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
職

員
研

修
と

、
ベ

テ
ラ

ン
も

例
外

な
く

心
機

一
転

の
意

識
改

革
が

必
要

回
答

保
留

秘
書

広
報

課
　

市
研

修
計

画
に

基
づ

き
研

修
を

実
施

し
、

毎
年

約
９

０
人

が
受

講
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

職
員

の
意

識
改

革
に

つ
い

て
は

、
職

員
提

案
制

度
を

活
用

し
意

識
改

革
の

向
上

に
努

め
て

い
ま

す
。

総
合

企
画

課
7

9
本

巣
外

山
７

自
治

会
市

長
座

談
会

2
2

行
政

施
策

は
あ

い
ま

い
で

具
体

的
な

姿
が

見
え

て
こ

な
い

の
で

、
市

民
に

対
し

具
体

的
な

提
示

と
指

導
が

必
要

回
答

保
留

総
合

企
画

課

　
行

政
施

策
を

掲
げ

た
本

巣
市

第
１

次
総

合
計

画
に

つ
い

て
、

策
定

時
に

は
市

広
報

誌
に

掲
載

す
る

と
と

も
に

、
現

在
は

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

周
知

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

市
政

総
点

検
と

し
て

、
「
元

気
で

笑
顔

あ
ふ

れ
る

本
巣

市
づ

く
り

」
に

つ
い

て
、

地
域

座
談

会
、

企
業

懇
談

会
、

自
治

会
座

談
会

を
開

催
し

意
見

交
換

等
を

行
っ

て
い

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
2
2

＜
市

政
の

基
本

姿
勢

に
つ

い
て

＞
民

間
経

営
感

覚
の

市
政

が
基

本
姿

勢
と

あ
り

ま
す

が
、

庁
舎

内
だ

け
で

の
感

覚
で

な
く
、

民
間

人
を

含
め

た
改

革
、

民
意

を
取

り
込

ん
だ

市
政

を
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
平

成
２

０
年

度
か

ら
地

域
座

談
会

、
企

業
懇

談
会

、
自

治
会

座
談

会
等

に
お

い
て

市
民

の
皆

さ
ん

か
ら

市
政

に
対

す
る

意
見

や
提

案
の

収
集

な
ど

に
よ

る
市

政
総

点
検

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

各
種

委
員

会
へ

の
公

募
委

員
の

登
用

や
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

の
実

施
な

ど
に

よ
り

市
民

目
線

で
の

市
政

を
進

め
て

い
ま

す
。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
2
2

＜
後

継
者

づ
く
り

に
つ

い
て

＞
色

々
な

行
事

な
ど

計
画

が
さ

れ
、

協
力

を
し

て
い

ま
す

が
、

北
部

地
域

で
は

後
継

者
が

い
な

い
の

が
悩

み
で

あ
り

ま
す

。
後

継
者

づ
く
り

に
力

を
入

れ
て

欲
し

い
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

　
北

部
地

域
で

は
、

う
す

ず
み

の
里

定
住

促
進

要
綱

に
よ

り
定

住
の

促
進

を
図

り
、

活
力

あ
る

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
て

い
ま

す
。

ま
た

、
今

年
度

か
ら

ま
ち

づ
く
り

講
座

を
開

設
し

地
域

の
リ

ー
ダ

ー
育

成
や

根
尾

地
域

に
お

い
て

は
日

常
生

活
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
、

地
域

の
方

々
の

意
見

を
お

聞
き

す
る

な
ど

の
取

り
組

み
を

行
っ

て
い

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
2
2

＜
本

庁
舎

の
受

付
に

つ
い

て
＞

本
庁

舎
玄

関
先

の
受

付
は

必
要

な
い

と
思

う
。

回
答

保
留

秘
書

広
報

課

　
本

庁
舎

の
受

付
は

、
市

役
所

の
代

表
番

号
に

電
話

を
か

け
て

く
る

方
に

対
し

、
正

確
、

迅
速

な
電

話
交

換
業

務
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

設
置

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

電
話

交
換

業
務

だ
け

で
な

く
、

受
付

カ
ウ

ン
タ

ー
に

い
ら

っ
し

ゃ
る

来
庁

者
に

対
し

て
、

簡
単

な
案

内
（
庁

舎
内

の
案

内
や

市
内

各
施

設
等

へ
の

道
案

内
な

ど
）
等

も
行

っ
て

い
ま

す
。

　
こ

れ
ら

の
業

務
を

専
門

的
に

行
う

こ
と

に
よ

り
、

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

つ
な

が
れ

ば
と

考
え

て
い

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
2
2

＜
く
ら

し
の

カ
レ

ン
ダ

ー
に

つ
い

て
＞

市
の

く
ら

し
の

カ
レ

ン
ダ

ー
に

つ
い

て
、

現
在

、
１

ヶ
月

分
と

な
っ

て
い

る
も

の
を

１
年

分
に

し
て

欲
し

い
。

回
答

保
留

秘
書

広
報

課

　
カ

レ
ン

ダ
ー

に
つ

き
ま

し
て

は
、

市
民

の
皆

様
か

ら
の

要
望

等
を

随
時

受
け

付
け

、
そ

れ
を

反
映

さ
せ

た
結

果
、

現
在

の
形

式
と

な
っ

て
い

ま
す

。
年

間
の

カ
レ

ン
ダ

ー
を

現
在

の
よ

う
な

毎
月

発
行

す
る

形
式

へ
と

改
め

た
の

は
、

経
費

の
削

減
、

ゴ
ミ

の
減

量
化

、
使

い
や

す
さ

の
向

上
、

タ
イ

ム
リ

ー
な

情
報

掲
載

が
主

な
目

的
で

す
。

移
行

期
間

も
含

め
ま

す
と

、
形

式
を

改
め

て
か

ら
約

１
年

が
経

過
し

、
市

民
の

皆
様

に
と

っ
て

今
の

形
式

が
定

着
し

て
き

た
も

の
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
年

間
の

情
報

に
つ

き
ま

し
て

は
、

２
月

末
に

発
行

す
る

「
保

存
版

広
報

も
と

す
」
に

掲
載

し
て

お
り

、
今

後
も

必
要

に
応

じ
て

掲
載

内
容

の
改

善
を

図
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
今

後
も

市
民

の
皆

様
に

と
っ

て
よ

り
利

便
性

の
高

い
情

報
提

供
が

で
き

る
よ

う
努

め
て

い
き

ま
す

。
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 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

都
市

計
画

課
8

2
8

都
市

計
画

区
域

再
編

に
係

る
「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(本

巣
小

学
校

区
)

2
2

＜
総

合
計

画
に

つ
い

て
＞

総
合

計
画

は
、

も
っ

と
雑

で
、

言
葉

が
厳

格
に

使
わ

れ
て

い
な

い
。

一
般

市
民

は
だ

ま
せ

て
も

専
門

家
は

だ
ま

せ
な

い
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課
　

総
合

計
画

に
つ

い
て

は
、

学
識

経
験

者
の

ほ
か

様
々

な
分

野
の

識
見

者
か

ら
成

る
本

巣
市

計
画

審
議

会
で

協
議

を
し

て
い

た
だ

き
作

成
し

た
も

の
で

あ
る

こ
と

を
ご

理
解

願
い

ま
す

。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

2
2

見
た

目
だ

け
の

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
よ

り
内

面
的

に
ま

だ
ま

だ
整

備
し

て
本

当
に

住
民

が
住

み
よ

い
町

づ
く
り

が
大

切
だ

と
思

い
ま

す
。

市
へ

の
要

望
が

か
な

り
あ

る
の

に
未

処
理

の
ま

ま
返

答
す

ら
出

て
い

な
い

物
件

が
あ

る
と

聞
い

て
い

ま
す

。
市

に
な

っ
て

か
ら

予
算

面
で

か
な

り
厳

し
く
な

っ
て

い
る

と
の

事
。

そ
れ

な
の

に
、

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

計
画

実
行

は
不

可
能

に
近

い
。

私
の

地
区

で
も

下
水

道
の

整
備

が
始

ま
っ

て
い

る
が

、
ま

だ
一

部
の

人
が

着
工

し
て

い
る

だ
け

で
大

半
の

人
が

予
算

面
で

補
助

が
少

な
い

と
の

事

回
答

保
留

下
水

道
課

（
下

線
部

分
の

み
の

回
答

）

　
供

用
開

始
３

年
以

内
に

接
続

す
る

場
合

に
は

《
新

設
工

事
に

対
す

る
補

助
》
が

あ
り

、
さ

ら
に

接
続

す
る

延
長

が
長

く
高

額
の

場
合

に
は

《
高

額
負

担
に

係
る

助
成

金
》
の

制
度

が
あ

り
ま

す
の

で
、

ご
活

用
下

さ
い

。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

2
2

＜
市

政
総

点
検

に
つ

い
て

＞
こ

の
意

見
（
提

案
）
票

や
プ

ラ
ン

を
一

般
市

民
に

配
布

し
て

、
大

勢
か

ら
意

見
集

約
し

て
ほ

し
い

。
　

(広
報

は
、

種
類

が
多

く
無

駄
ら

し
き

チ
ラ

シ
が

多
い

の
で

削
減

し
て

で
も

)
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
多

く
の

市
民

の
皆

様
か

ら
の

ご
意

見
を

い
た

だ
く
た

め
、

地
域

座
談

会
、

企
業

懇
談

会
、

自
治

会
座

談
会

、
各

種
団

体
の

会
議

等
に

お
い

て
資

料
を

配
布

し
説

明
を

行
っ

て
い

ま
す

。
検

討
結

果
に

つ
い

て
は

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
も

予
定

し
て

い
ま

す
。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

2
2

＜
市

政
総

点
検

に
つ

い
て

＞
市

政
総

点
検

は
、

何
度

も
聞

い
て

い
る

。
抽

象
的

な
話

し
で

は
な

く
、

も
っ

と
具

体
的

な
内

容
を

話
し

て
も

ら
い

た
い

。
市

民
の

中
に

入
っ

て
、

膝
を

突
き

合
わ

せ
て

話
を

す
る

べ
き

で
あ

り
、

回
覧

文
書

だ
け

で
は

人
は

集
ま

ら
な

い
。

各
自

治
会

を
回

る
く
ら

い
の

こ
と

を
し

て
欲

し
い

。

回
答

済
総

合
企

画
課

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

2
2

＜
市

政
総

点
検

に
つ

い
て

＞
総

点
検

に
つ

い
て

、
市

民
座

談
会

の
開

催
希

望
を

自
治

会
に

求
め

る
の

で
な

く
、

行
政

が
積

極
的

に
出

向
い

て
進

め
る

べ
き

と
考

え
る

。
回

答
済

総
合

企
画

課

総
合

企
画

課
9

2
見

延
自

治
会

市
長

座
談

会
2
2

　元
気

で
笑

顔
あ

ふ
れ

る
本

巣
市

づ
く
り

の
最

優
先

順
位

は
回

答
済

総
合

企
画

課
　

元
気

な
里

づ
く
り

の
「
活

力
と

賑
わ

い
の

あ
る

あ
る

ま
ち

づ
く
り

」
の

た
め

<
産

業
の

振
興

>
に

力
を

入
れ

て
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。

総
合

企
画

課
総

合
企

画
課

へ
持

参
（
1
/
2
6
)

2
2

（
選

挙
に

関
す

る
経

費
節

減
）

・
岐

阜
県

知
事

選
挙

・
神

海
投

票
所

で
は

市
職

員
が

7
名

配
置

さ
れ

て
い

た
が

、
２

～
３

名
で

十
分

と
考

え
る

。
有

権
者

の
数

に
応

じ
て

配
置

人
数

を
検

討
し

た
ら

ど
う

か
。

・
投

票
所

の
立

会
人

に
つ

い
て

は
法

を
改

正
し

１
名

で
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

期
日

前
投

票
も

同
様

で
す

。

回
答

保
留

総
務

課

　
・
投

票
日

当
日

の
投

票
所

選
挙

事
務

に
つ

い
て

は
、

投
票

用
紙

の
２

重
交

付
や

交
付

誤
り

等
、

選
挙

無
効

と
な

ら
な

い
よ

う
に

細
心

の
注

意
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

そ
の

た
め

、
入

場
券

と
選

挙
人

名
簿

と
の

照
合

で
２

名
。

到
着

番
号

札
の

交
付

・
整

理
に

よ
る

確
認

に
２

名
。

さ
ら

に
、

投
票

用
紙

交
付

に
１

名
、

事
務

責
任

者
１

名
、

記
録

係
１

名
を

加
え

て
７

名
が

適
当

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

　
・
投

票
立

会
人

に
つ

い
て

は
、

公
職

選
挙

法
で

２
名

以
上

と
さ

れ
て

お
り

、
投

票
管

理
者

と
の

立
場

の
違

い
も

あ
る

た
め

、
立

会
人

は
最

低
で

も
複

数
の

確
認

が
必

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。

総
合

企
画

課
9

5
小

弾
正

自
治

会
市

長
座

談
会

2
3

医
療

費
助

成
を

中
学

生
ま

で
引

き
上

げ
る

と
の

こ
と

で
す

が
、

い
つ

頃
の

予
定

で
す

か
。

回
答

済
市

民
課

　
市

長
の

任
期

中
に

実
施

し
た

い
。

下
水

道
課

5
1
8

弾
正

西
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

2
4

＜
妊

婦
健

診
の

公
費

助
成

の
拡

大
に

つ
い

て
＞

妊
婦

健
診

の
回

数
を

増
や

し
て

欲
し

い
。

ま
た

、
補

助
率

を
あ

げ
て

欲
し

い
。

回
答

保
留

健
康

増
進

課
　

平
成

２
０

年
７

月
よ

り
妊

婦
健

診
の

受
診

票
の

発
行

枚
数

を
４

枚
か

ら
1
0
枚

に
増

や
し

、
健

診
費

用
の

軽
減

を
図

り
安

全
で

健
康

な
出

産
が

で
き

る
よ

う
努

め
て

お
り

ま
す

。

　
自

治
会

座
談

会
に

つ
い

て
は

、
自

治
会

数
が

１
１

６
に

の
ぼ

る
た

め
、

主
体

性
を

も
っ

て
市

政
を

考
え

て
い

た
だ

け
る

自
治

会
と

の
意

見
交

換
を

目
的

に
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

な
お

、
市

政
総

点
検

と
し

て
は

自
治

会
座

談
会

に
限

ら
ず

、
市

各
部

局
に

お
い

て
各

種
会

合
な

ど
の

機
会

を
捉

え
、

広
く
皆

さ
ん

か
ら

の
意

見
収

集
に

つ
と

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
の

で
、

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

の
ご

意
見

・
お

問
い

合
わ

せ
等

が
あ

る
場

合
は

、
随

時
、

市
担

当
課

ま
で

お
寄

せ
下

さ
い

。
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月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
2
6

5
0

5
2

＜
文

殊
団

地
移

転
に

伴
う

跡
地

利
用

に
つ

い
て

＞
文

殊
団

地
移

転
に

伴
う

跡
地

を
水

資
源

機
構

よ
り

無
償

で
譲

り
受

け
、

総
合

運
動

場
や

保
育

園
、

学
校

等
、

市
で

活
用

で
き

る
施

設
を

建
設

し
て

は
ど

う
か

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
文

殊
団

地
移

転
跡

地
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

９
年

１
２

月
に

水
資

源
機

構
か

ら
本

巣
市

に
対

し
て

公
共

的
施

設
用

地
と

し
て

利
用

す
る

こ
と

を
条

件
に

、
無

償
譲

渡
の

申
し

入
れ

が
あ

り
ま

し
た

が
、

利
水

者
か

ら
水

資
源

機
構

の
財

産
を

無
償

で
譲

渡
す

る
こ

と
に

つ
い

て
の

疑
問

の
声

が
あ

る
、

国
会

に
お

い
て

独
立

行
政

法
人

な
ど

の
保

有
財

産
見

直
し

の
機

運
が

高
ま

っ
て

い
る

、
国

費
で

取
得

し
た

不
要

財
産

の
国

庫
納

付
な

ど
を

盛
り

込
ん

だ
独

立
行

政
法

人
通

則
法

の
改

正
法

案
が

国
会

に
提

出
さ

れ
て

い
る

こ
と

な
ど

の
理

由
に

よ
り

、
水

資
源

機
構

と
し

て
も

同
跡

地
の

処
分

は
無

償
譲

渡
で

な
く
、

公
売

に
よ

る
有

償
譲

渡
に

方
向

転
換

せ
ざ

る
を

え
な

い
と

い
う

こ
と

で
、

平
成

２
０

年
９

月
に

水
資

源
機

構
か

ら
同

跡
地

の
本

巣
市

に
対

す
る

無
償

譲
渡

の
申

し
出

が
正

式
に

撤
回

さ
れ

ま
し

た
。

本
巣

市
と

し
て

は
移

転
跡

地
を

有
償

で
取

得
し

利
用

す
る

こ
と

は
考

え
て

い
ま

せ
ん

。

総
合

企
画

課
9

2
見

延
自

治
会

市
長

座
談

会
2
6

糸
貫

西
幼

児
園

で
は

未
満

児
が

１
１

人
入

園
待

ち
で

あ
る

が
。

回
答

済
子

ど
も

大
切

課
　

糸
貫

西
幼

児
園

の
整

備
を

検
討

中
で

す
。

総
合

企
画

課
9

2
7

法
林

寺
自

治
会

市
長

座
談

会
2
6

保
育

園
の

統
合

に
つ

い
て

、
ど

の
よ

う
な

計
画

に
な

っ
て

い
る

の
か

。
回

答
済

子
ど

も
大

切
課

　
財

政
計

画
の

中
で

、
時

期
、

場
所

等
の

検
討

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。

総
合

企
画

課
1

1
7

中
島

自
治

会
市

長
座

談
会

2
6

本
巣

保
育

園
、

本
巣

西
保

育
園

の
耐

震
に

つ
い

て
回

答
済

子
ど

も
大

切
課

　
早

期
に

耐
震

診
断

や
耐

力
度

調
査

を
実

施
し

、
調

査
結

果
か

ら
施

設
ご

と
に

最
適

な
整

備
方

法
を

検
討

し
、

計
画

的
に

施
設

整
備

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

下
水

道
課

6
2
2

下
福

島
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

2
7

少
子

化
対

策
と

し
て

、
下

水
道

料
金

に
お

い
て

乳
幼

児
と

一
般

の
人

と
の

差
を

設
け

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

下
水

道
課

総
合

企
画

課
7

7
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

住
民

説
明

会
2
7

夏
休

み
や

、
冬

休
み

な
ど

も
仕

事
に

出
た

い
の

で
、

小
学

生
の

学
童

保
育

を
し

て
い

た
だ

け
る

と
助

か
る

の
で

す
が

・
・
・
。

回
答

保
留

子
ど

も
大

切
課

　
現

在
、

本
巣

（
１

箇
所

）
、

糸
貫

（
１

箇
所

）
、

真
正

（
２

箇
所

）
地

域
で

、
年

間
を

通
じ

て
実

施
し

て
お

り
、

対
象

児
童

は
、

小
学

校
１

年
か

ら
３

年
生

を
対

象
と

し
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

根
尾

地
域

に
つ

き
ま

し
て

は
現

在
実

施
し

て
い

ま
せ

ん
が

、
利

用
希

望
者

の
把

握
に

努
め

検
討

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
2
8

＜
介

護
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
＞

介
護

サ
ー

ビ
ス

と
し

て
、

病
院

を
退

院
す

る
前

に
介

護
ベ

ッ
ド

を
借

り
入

れ
で

き
る

よ
う

な
市

独
自

の
サ

ー
ビ

ス
を

作
っ

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
福

祉
敬

愛
課

　
介

護
保

険
の

被
保

険
者

で
介

護
保

険
認

定
者

に
つ

い
て

は
、

ベ
ッ

ド
、

車
い

す
な

ど
の

福
祉

用
具

の
貸

与
制

度
が

あ
り

ま
す

。
介

護
保

険
認

定
の

対
象

者
に

な
ら

な
い

方
に

つ
い

て
も

同
様

に
、

本
巣

市
社

会
福

祉
協

議
会

に
よ

る
貸

与
制

度
が

あ
り

、
ベ

ッ
ド

等
の

福
祉

用
具

を
借

り
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

　
ど

ち
ら

の
制

度
も

ベ
ッ

ド
の

借
り

入
れ

は
申

請
に

よ
り

行
わ

れ
ま

す
。

病
院

の
退

院
前

に
ベ

ッ
ド

が
必

要
な

場
合

で
病

院
の

退
院

日
が

決
ま

っ
た

場
合

は
、

あ
ら

か
じ

め
退

院
前

に
所

定
の

申
請

手
続

き
を

さ
れ

ご
利

用
く
だ

さ
い

。

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
3
0

<
屋

根
雪

下
ろ

し
に

つ
い

て
>

根
尾

に
は

厳
し

い
冬

が
あ

り
、

又
、

高
齢

者
世

帯
･独

居
世

帯
が

多
く
、

若
者

が
少

な
い

た
め

人
手

不
足

解
消

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
。

回
答

済
　

地
域

で
助

け
合

い
な

が
ら

、
行

政
支

援
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

も
入

れ
る

仕
組

み
を

作
り

、
可

能
な

限
り

や
っ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

　
少

子
化

対
策

と
し

て
、

若
者

交
流

支
援

事
業

、
特

定
不

妊
治

療
費

助
成

事
業

、
出

産
祝

い
金

支
給

事
業

及
び

乳
幼

児
・
児

童
医

療
費

助
成

事
業

な
ど

を
実

施
す

る
と

と
も

に
保

育
料

に
つ

い
て

は
第

３
子

以
降

は
無

料
と

す
る

な
ど

の
施

策
を

行
っ

て
い

ま
す

。
　

本
来

下
水

道
事

業
は

、
下

水
道

の
使

用
水

量
に

応
じ

て
料

金
を

徴
収

し
施

設
の

維
持

管
理

等
を

行
う

も
の

と
な

っ
て

お
り

、
通

常
は

水
道

使
用

量
を

下
水

道
使

用
量

と
し

て
料

金
を

徴
収

す
る

も
の

で
す

が
、

本
巣

市
で

は
水

道
未

普
及

地
域

や
井

戸
水

等
と

の
併

用
と

い
っ

た
ケ

ー
ス

が
あ

る
た

め
、

一
般

家
庭

に
つ

い
て

は
人

数
制

に
よ

る
料

金
体

系
を

採
用

し
て

い
ま

す
。

　
一

般
家

庭
に

お
け

る
年

間
の

下
水

料
金

を
基

に
、

１
人

当
り

の
金

額
を

算
定

し
て

い
る

た
め

、
年

齢
に

よ
り

料
金

を
区

分
す

る
こ

と
は

難
し

く
、

優
遇

に
つ

い
て

は
現

在
考

え
て

い
ま

せ
ん

。
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～
本

巣
市

政
の

総
点

検
～

　
  

  
  

  
 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
3
0

<
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
>

根
尾

地
域

に
は

障
が

い
者

の
た

め
の

施
設

が
な

く
、

親
が

年
々

老
い

て
い

き
ま

す
。

仲
間

づ
く
り

、
働

く
喜

び
、

働
く
場

所
を

与
え

て
ほ

し
い

。
回

答
済

　
障

害
福

祉
行

政
と

し
て

は
、

障
が

い
の

あ
る

方
が

、
地

域
で

あ
た

り
ま

え
の

生
活

が
で

き
る

こ
と

を
め

ざ
し

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

・
就

労
へ

の
支

援
・
支

援
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

育
成

等
を

進
め

て
い

ま
す

が
、

ご
意

見
の

と
お

り
、

障
が

い
者

ご
自

信
の

自
立

と
そ

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
の

整
備

は
喫

緊
の

課
題

で
あ

り
、

と
り

わ
け

根
尾

地
域

に
あ

っ
て

は
、

施
設

が
な

い
こ

と
と

交
通

の
便

か
ら

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
使

い
づ

ら
さ

が
あ

る
も

の
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

　
そ

う
し

た
考

え
の

も
と

、
長

期
的

に
は

生
活

の
場

で
あ

る
ケ

ア
ホ

ー
ム

の
整

備
や

市
内

の
福

祉
就

労
の

場
で

あ
る

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
活

動
の

充
実

と
通

所
の

利
便

性
を

市
域

と
し

て
検

討
す

る
こ

と
と

し
、

短
期

的
に

は
本

巣
市

障
害

者
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
え

が
お

を
総

合
相

談
支

援
機

関
と

し
て

仲
間

づ
く
り

支
援

や
就

労
相

談
支

援
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

総
合

企
画

課
1

1
7

中
島

自
治

会
市

長
座

談
会

3
0

介
護

施
設

へ
の

入
居

希
望

者
の

対
処

に
つ

い
て

回
答

済
福

祉
敬

愛
課

　
優

先
入

所
検

討
委

員
会

を
開

催
す

る
な

ど
必

要
度

が
高

い
人

か
ら

入
所

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

総
合

企
画

課
1

1
7

中
島

自
治

会
市

長
座

談
会

3
0

本
巣

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

の
耐

震
に

つ
い

て
回

答
済

福
祉

敬
愛

課
　

早
期

に
耐

震
診

断
や

耐
力

度
調

査
を

実
施

し
、

調
査

結
果

か
ら

最
適

な
整

備
方

法
を

検
討

し
、

計
画

的
に

施
設

整
備

を
進

め
て

い
き

ま
す

。

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
3
2

<
診

療
所

の
継

続
、

救
急

医
療

に
つ

い
て

>
医

師
不

足
の

中
、

診
療

所
の

継
続

に
つ

い
て

、
又

、
救

急
医

療
の

充
実

に
つ

い
て

回
答

済
　

診
療

所
の

存
続

に
つ

い
て

は
利

用
者

に
よ

り
規

模
は

縮
小

す
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
廃

止
は

考
え

て
い

ま
せ

ん
。

ま
た

、
救

急
医

療
に

つ
い

て
は

、
ヘ

リ
コ

プ
タ

ー
で

大
学

病
院

へ
搬

送
で

き
る

仕
組

み
が

整
っ

て
い

ま
す

。

都
市

計
画

課
9

4
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(弾

正
小

学
校

区
)

3
2

＜
救

急
医

療
に

つ
い

て
＞

救
急

･医
療

の
充

実
は

、
方

向
と

し
て

納
得

で
き

ま
す

が
、

こ
の

程
度

の
人

口
で

市
民

病
院

を
持

つ
の

は
不

可
能

だ
し

、
ど

の
よ

う
に

進
め

ら
れ

て
い

く
の

か
回

答
保

留
健

康
増

進
課

　
救

急
医

療
に

つ
い

て
は

負
担

金
を

支
払

い
、

岐
阜

市
内

の
病

院
で

対
応

し
て

い
た

だ
け

る
体

制
と

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
、

も
と

す
広

域
連

合
（
旧

本
巣

郡
）
で

日
曜

日
、

祝
日

に
は

「
休

日
急

患
診

療
所

」
を

開
設

し
て

お
り

ま
す

。

下
水

道
課

6
2
2

下
福

島
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

3
3

市
民

病
院

を
建

設
し

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
市

民
課

　
市

内
に

は
北

部
地

域
の

医
療

を
担

う
拠

点
と

し
て

２
つ

の
市

立
診

療
所

の
外

に
南

部
地

域
に

は
い

く
つ

も
の

医
療

機
関

が
あ

り
、

近
隣

市
に

は
短

時
間

で
行

け
る

総
合

病
院

も
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
財

政
面

か
ら

も
現

在
の

と
こ

ろ
市

民
病

院
の

建
設

は
考

え
て

お
り

ま
せ

ん
。

今
後

更
に

市
民

の
医

療
ニ

ー
ズ

や
救

急
に

も
対

応
で

き
る

よ
う

、
地

域
医

療
機

関
や

市
外

の
総

合
病

院
と

連
携

し
た

医
療

体
制

の
充

実
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

総
合

企
画

課
1

1
7

中
島

自
治

会
市

長
座

談
会

3
3

総
合

病
院

の
誘

致
計

画
は

あ
る

の
か

回
答

済
市

民
課

　
近

隣
に

総
合

病
院

が
あ

る
の

で
、

誘
致

の
計

画
は

あ
り

ま
せ

ん
。

農
政

課
6

9
も

と
す

織
部

祭
り

実
行

委
員

会
3
4

 
地

域
消

防
に

つ
い

て
、

暮
ら

し
を

守
る

た
め

で
は

な
く
、

大
会

の
た

め
の

隊
員

で
あ

る
。

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
べ

き
。

回
答

保
留

総
務

課

　
本

巣
市

に
お

け
る

常
備

消
防

と
し

て
は

、
北

方
町

と
の

共
同

処
理

に
よ

る
本

巣
消

防
事

務
組

合
を

構
成

し
て

い
ま

す
が

、
消

防
署

に
お

け
る

災
害

時
の

機
動

力
に

つ
い

て
は

限
界

が
あ

る
た

め
、

全
国

的
に

も
消

防
団

は
災

害
時

の
消

防
力

と
し

て
期

待
さ

れ
て

お
り

、
災

害
時

に
備

え
て

消
防

団
毎

に
訓

練
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

消
防

団
の

訓
練

は
、

消
防

操
法

訓
練

と
機

動
訓

練
、

さ
ら

に
は

、
消

防
団

は
水

防
団

も
兼

務
し

て
い

る
こ

と
か

ら
水

害
時

の
備

え
と

し
て

の
水

防
訓

練
を

行
っ

て
い

ま
す

。
消

防
操

法
訓

練
は

、
基

本
的

な
消

火
技

術
を

習
得

す
る

た
め

に
必

要
な

訓
練

と
し

て
、

全
国

的
に

行
わ

れ
て

い
る

訓
練

で
あ

り
、

そ
の

技
術

の
鍛

錬
は

、
消

防
操

法
の

基
本

技
術

の
習

得
は

も
と

よ
り

、
迅

速
、

正
確

か
つ

安
全

に
消

火
活

動
を

行
う

こ
と

を
目

的
に

実
施

し
て

お
り

、
消

防
団

が
災

害
に

対
し

て
組

織
的

な
対

応
を

す
る

上
で

な
く
て

は
な

ら
な

い
訓

練
で

あ
る

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
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 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
3
4

〈
防

災
体

制
に

つ
い

て
〉

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

・
女

性
が

で
き

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

回
答

済
　

消
防

団
員

が
不

足
し

て
い

る
の

で
女

性
や

Ｏ
Ｂ

の
方

に
も

加
入

し
て

も
ら

い
、

根
尾

地
域

の
消

防
能

力
を

高
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

社
会

教
育

課
7

7
平

成
2
0
年

度
本

巣
市

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
母

集
団

育
成

研
修

会
3
4

全
国

で
凶

悪
犯

罪
が

多
発

し
て

い
る

た
め

、
子

ど
も

た
ち

が
安

全
に

生
活

・
成

長
で

き
る

よ
う

、
ま

た
犯

罪
を

防
止

す
る

た
め

、
席

田
小

・
糸

貫
中

が
活

用
し

て
い

る
緊

急
メ

ー
ル

の
内

容
を

防
災

無
線

で
ア

ナ
ウ

ン
ス

す
る

こ
と

を
提

案
す

る
。

回
答

保
留

学
校

教
育

課

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
3
4

＜
防

災
無

線
の

活
用

に
つ

い
て

＞
不

審
者

出
没

時
に

、
防

災
無

線
で

直
ち

に
情

報
を

流
し

て
い

た
だ

く
な

ど
、

防
災

無
線

を
広

報
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課
学

校
教

育
課

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
3
4

＜
子

ど
も

1
1
0
番

に
つ

い
て

＞
子

ど
も

１
１

０
番

に
指

定
さ

れ
て

い
る

家
の

中
に

、
空

屋
や

留
守

宅
等

に
な

っ
て

い
る

所
が

あ
る

。
見

直
し

が
必

要
で

は
な

い
か

と
思

う
。

回
答

保
留

社
会

教
育

課
　

関
係

す
る

機
関

と
の

連
絡

調
整

を
図

り
、

確
実

な
設

置
状

況
を

把
握

し
、

業
務

内
容

の
周

知
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

平
成

１
９

年
度

に
子

ど
も

１
１

０
番

の
家

に
登

録
さ

れ
て

い
る

家
（
企

業
）
を

対
象

に
一

斉
調

査
を

行
っ

て
い

ま
す

。
不

在
等

で
協

力
が

難
し

い
と

こ
ろ

に
は

そ
の

都
度

見
直

し
を

し
て

い
ま

す
。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
3
4

＜
子

ど
も

の
通

学
路

に
つ

い
て

＞
子

ど
も

の
通

学
路

に
つ

い
て

、
危

険
場

所
の

見
直

し
を

早
急

に
し

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
学

校
教

育
課

　
通

学
路

は
、

新
年

度
当

初
各

学
校

が
決

定
し

、
教

育
委

員
会

に
届

け
出

を
し

ま
す

。
通

学
路

は
、

道
路

改
善

、
地

域
住

人
の

増
減

な
ど

の
さ

さ
い

な
周

辺
の

生
活

環
境

の
変

化
に

よ
り

、
た

え
ず

状
況

が
変

化
し

て
い

き
ま

す
。

そ
の

た
め

、
通

学
路

の
設

定
は

、
保

護
者

や
地

域
の

方
か

ら
意

見
を

聴
取

し
、

実
際

に
教

職
員

や
保

護
者

が
歩

き
、

防
犯

の
観

点
や

交
通

事
情

等
か

ら
、

危
険

箇
所

は
無

い
か

、
通

学
路

と
し

て
適

し
て

い
る

か
を

判
断

し
、

保
護

者
及

び
自

治
会

長
や

青
少

年
育

成
推

進
委

員
等

の
地

域
の

方
な

ど
関

係
者

が
議

論
を

し
て

、
可

能
な

限
り

、
安

全
な

通
学

路
を

設
定

し
て

い
き

ま
す

。
　

ま
た

、
通

学
路

の
周

辺
環

境
は

た
え

ず
変

化
し

て
い

く
の

で
、

定
期

的
に

保
護

者
や

地
域

の
方

か
ら

の
意

見
聴

取
や

点
検

を
行

い
（
危

険
箇

所
点

検
の

集
約

）
、

実
状

を
確

か
め

た
上

で
、

関
係

自
治

会
に

連
絡

を
し

て
い

た
だ

き
、

自
治

会
と

し
て

と
り

ま
と

め
た

要
望

書
を

提
出

い
た

だ
き

、
市

で
検

討
し

見
直

し
を

行
っ

て
い

ま
す

。
今

後
も

要
望

い
た

だ
い

た
内

容
に

つ
い

て
は

、
警

察
等

の
関

係
機

関
と

検
討

を
進

め
、

改
善

で
き

る
こ

と
か

ら
順

次
進

め
て

い
き

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
3
4

＜
災

害
時

の
要

援
護

者
に

つ
い

て
＞

民
生

委
員

と
し

て
独

居
の

高
齢

者
、

幼
児

、
障

害
者

等
の

災
害

時
に

援
護

を
必

要
と

思
わ

れ
る

人
の

実
態

が
よ

く
わ

か
り

ま
せ

ん
。

個
人

情
報

保
護

法
に

よ
り

難
し

い
と

思
う

が
、

生
命

安
全

の
た

め
、

要
援

護
者

リ
ス

ト
の

提
供

を
お

願
い

し
た

い
。

ま
た

、
こ

の
情

報
に

つ
い

て
は

、
市

、
自

治
会

、
民

生
委

員
、

消
防

等
共

有
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

回
答

保
留

福
祉

敬
愛

課
  
災

害
時

に
要

援
護

者
の

避
難

支
援

を
適

切
か

つ
円

滑
に

実
施

す
る

た
め

、
要

援
護

者
台

帳
の

作
成

と
民

生
委

員
等

の
関

係
者

に
要

援
護

者
リ

ス
ト

が
提

供
で

き
る

よ
う

、
現

在
、

準
備

を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
3
4

＜
本

巣
中

、
本

巣
小

の
通

学
路

に
つ

い
て

＞
本

巣
中

、
本

巣
小

の
東

側
道

路
を

ス
ピ

ー
ド

を
出

し
て

走
る

車
が

多
く
、

と
て

も
危

険
に

思
う

。
午

前
７

時
か

ら
午

前
８

時
３

０
分

ま
で

徐
行

を
促

す
標

識
等

の
設

置
し

て
も

ら
い

た
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

総
合

企
画

課
9

2
見

延
自

治
会

市
長

座
談

会
3
4

合
併

支
援

道
路

の
一

色
小

学
校

付
近

速
度

超
過

の
車

が
い

つ
も

２
台

走
る

が
、

速
度

制
限

の
標

識
が

な
い

。
回

答
済

総
合

企
画

課

総
合

企
画

課
9

5
小

弾
正

自
治

会
市

長
座

談
会

3
4

西
部

連
絡

道
路

と
国

道
３

０
３

号
線

交
差

点
信

号
機

の
南

北
の

青
の

時
間

が
短

く
、

通
学

時
に

横
断

し
に

く
い

。
ま

た
、

赤
信

号
で

車
が

交
差

点
に

進
入

し
て

く
る

。
回

答
済

総
合

企
画

課
　

公
安

委
員

会
に

要
望

し
ま

す
。

　
北

方
警

察
署

か
ら

の
依

頼
な

ど
、

緊
急

に
市

民
に

伝
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

危
険

性
の

高
い

場
合

は
、

防
災

無
線

に
よ

る
広

報
を

行
う

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

不
審

者
の

情
報

に
つ

い
て

は
、

正
確

な
情

報
で

な
い

場
合

に
は

重
大

な
人

権
侵

害
に

も
つ

な
が

る
場

合
が

あ
り

、
関

係
機

関
へ

の
緊

急
連

絡
に

留
め

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
防

災
無

線
で

の
広

報
は

基
本

的
に

行
わ

な
い

こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

　
注

意
看

板
の

設
置

を
検

討
し

ま
す

。
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①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
3
6

＜
高

齢
者

世
帯

宅
屋

根
の

雪
下

ろ
し

つ
い

て
＞

北
部

地
域

高
齢

者
世

帯
の

屋
根

の
雪

下
ろ

し
、

除
雪

に
対

す
る

対
策

を
検

討
し

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
福

祉
敬

愛
課

　
平

成
1
7
年

度
の

豪
雪

に
よ

り
、

平
成

1
8
年

1
2
月

に
従

前
の

「
本

巣
市

高
齢

者
等

住
宅

屋
根

雪
下

ろ
し

助
成

事
業

実
施

要
綱

」
を

改
正

し
、

「
本

巣
市

克
雪

対
策

事
業

補
助

金
交

付
要

綱
」
を

制
定

し
ま

し
た

。
　

改
正

の
内

容
は

、
高

齢
者

、
障

が
い

者
及

び
母

子
家

庭
等

世
帯

の
住

宅
の

雪
対

策
に

係
る

補
助

の
拡

充
で

、
従

前
の

「
屋

根
雪

下
ろ

し
」
に

「
庇

（
ひ

さ
し

）
補

強
事

業
」
を

補
助

対
象

に
加

え
ま

し
た

。
　

高
齢

者
等

世
帯

の
雪

対
策

に
貢

献
で

き
る

と
同

時
に

家
屋

の
損

傷
を

未
然

に
防

ぐ
方

法
と

し
て

有
効

で
あ

る
と

考
え

て
い

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
3
6

＜
福

祉
協

力
員

の
設

置
に

つ
い

て
＞

福
祉

協
力

員
設

置
の

早
期

実
現

を
お

願
い

し
た

い
。

回
答

保
留

福
祉

敬
愛

課
　

福
祉

協
力

員
制

度
に

つ
い

て
は

、
社

会
福

祉
協

議
会

の
地

域
福

祉
活

動
計

画
の

中
で

計
画

さ
れ

て
お

り
、

今
後

、
社

会
福

祉
協

議
会

に
お

い
て

、
モ

デ
ル

地
区

に
よ

る
試

行
を

経
て

制
度

化
に

向
け

検
討

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。

総
合

企
画

課
9

2
見

延
自

治
会

市
長

座
談

会
3
6

安
全

・
安

心
に

つ
い

て
、

防
災

無
線

で
広

報
し

て
い

る
が

本
巣

市
は

、
安

全
安

心
で

な
い

の
か

。
回

答
済

総
合

企
画

課
　

市
内

南
部

の
一

部
で

は
、

広
報

で
注

意
を

呼
び

か
け

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

総
合

企
画

課
9

3
本

巣
市

産
業

懇
談

会
3
7

根
尾

川
山

口
の

頭
首

工
が

良
く
な

く
、

河
川

環
境

が
悪

い
状

況
で

あ
る

。
農

水
省

と
国

土
交

通
省

で
整

備
を

実
施

し
て

ほ
し

い
。

市
に

も
協

力
を

お
願

い
し

た
い

。
回

答
保

留
建

設
課

　
地

元
関

係
団

体
と

の
調

整
が

整
え

ば
、

事
業

の
進

捗
状

況
に

応
じ

て
、

市
と

し
て

も
協

力
を

し
て

い
き

ま
す

。

都
市

計
画

課
9

4
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(弾

正
小

学
校

区
)

3
7

＜
河

川
整

備
に

つ
い

て
＞

都
市

計
画

と
は

少
し

離
れ

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
河

川
整

備
は

、
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
中

で
考

え
ら

れ
て

い
る

の
か

。
河

川
整

備
が

進
ん

で
い

な
い

所
に

住
ん

で
い

る
た

め
、

不
安

が
あ

る
。

回
答

済
建

設
課

都
市

計
画

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
で

は
、

分
野

別
ま

ち
づ

く
り

方
針

で
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

下
水

道
課

5
1
8

弾
正

西
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

3
8

＜
レ

ジ
袋

の
有

料
化

に
つ

い
て

＞
い

つ
頃

か
ら

実
施

さ
れ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

回
答

保
留

生
活

環
境

課
　

地
球

温
暖

化
防

止
と

ご
み

減
量

を
目

指
し

、
平

成
２

０
年

７
月

に
「
本

巣
市

レ
ジ

袋
有

料
化

推
進

協
議

会
」

を
立

ち
上

げ
ま

し
た

。
今

後
は

、
９

月
に

「
本

巣
市

内
レ

ジ
袋

削
減

（
有

料
化

）
の

取
り

組
み

に
関

す
る

協
定

」
を

締
結

し
、

１
１

月
１

日
か

ら
の

有
料

化
を

目
指

し
Ｐ

Ｒ
方

法
な

ど
を

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
3
8

<
レ

ジ
袋

の
有

料
化

に
つ

い
て

>
い

つ
ご

ろ
か

ら
実

施
さ

れ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
回

答
済

生
活

環
境

課
　

１
１

月
１

日
か

ら
始

め
ま

す
。

下
水

道
課

5
1
8

弾
正

西
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

4
0

＜
名

鉄
線

路
跡

地
の

除
草

に
つ

い
て

＞
現

在
名

鉄
線

路
跡

地
に

つ
い

て
年

２
回

の
草

刈
り

を
行

っ
て

い
る

が
、

最
低

４
回

は
草

刈
り

を
実

施
し

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
平

成
２

０
年

６
月

６
日

名
古

屋
鉄

道
㈱

土
地

事
業

部
岐

阜
事

務
所

に
要

望
が

あ
っ

た
こ

と
を

伝
え

ま
し

た
。

　
今

後
も

要
望

等
が

あ
れ

ば
意

見
を

お
寄

せ
下

さ
い

。

下
水

道
課

5
1
8

弾
正

西
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

4
0

＜
ゴ

ミ
の

ポ
イ

捨
て

に
つ

い
て

＞
畑

等
に

車
の

バ
ッ

テ
リ

ー
や

空
き

缶
な

ど
を

捨
て

て
行

く
者

が
あ

る
。

対
応

を
は

か
っ

て
欲

し
い

。
回

答
済

生
活

環
境

課

社
会

教
育

課
6

1
8

真
正

地
域

　
助

言
者

の
会

4
0

車
に

乗
っ

て
い

る
と

、
道

路
端

に
ビ

ニ
ー

ル
袋

に
入

っ
た

ゴ
ミ

や
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
が

目
に

付
く
。

快
適

な
ま

ち
づ

く
り

と
し

て
ゴ

ミ
の

無
い

町
、

キ
レ

イ
な

町
に

し
て

い
き

た
い

。
回

答
保

留
生

活
環

境
課

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
4
1

<
日

当
ト

ン
ネ

ル
に

つ
い

て
>

開
通

は
2
3
年

で
変

わ
り

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ヒ

素
の

問
題

は
ど

う
な

り
ま

し
た

か
。

回
答

済
　

遅
れ

が
な

い
よ

う
に

岐
阜

土
木

事
務

所
に

要
望

し
ま

す
。

ま
た

、
ヒ

素
を

含
ん

だ
土

の
処

理
に

つ
い

て
は

最
新

の
技

術
で

外
に

漏
ら

さ
な

い
よ

う
に

適
正

に
処

理
さ

れ
ま

す
。

　
市

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

清
掃

活
動

を
は

じ
め

、
市

で
は

環
境

監
視

員
に

よ
る

巡
視

・
回

収
や

ポ
イ

捨
て

防
止

看
板

の
設

置
を

行
っ

て
い

ま
す

が
、

ポ
イ

捨
て

は
後

を
絶

ち
ま

せ
ん

。
ゴ

ミ
の

な
い

街
を

目
指

し
、

地
域

の
皆

様
と

と
も

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
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～
本

巣
市

政
の

総
点

検
～

　
  

  
  

  
 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
4
1

＜
国

道
沿

い
の

花
壇

に
つ

い
て

＞
根

尾
地

域
市

場
地

内
の

国
道

１
５

７
号

線
沿

い
に

あ
る

花
壇

に
つ

い
て

、
草

が
茂

っ
て

お
り

困
っ

て
い

る
。

除
草

を
お

願
い

し
た

い
。

回
答

保
留

建
設

課
　

地
元

の
協

力
を

い
た

だ
き

な
が

ら
、

管
理

に
努

め
て

い
き

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
4
1

＜
東

海
環

状
自

動
車

道
に

つ
い

て
＞

東
海

環
状

自
動

車
道

に
つ

い
て

、
経

済
効

果
を

考
え

る
と

一
日

で
も

早
い

開
通

を
お

願
い

し
た

い
。

回
答

保
留

建
設

課
　

関
係

機
関

に
対

し
、

引
続

き
、

早
期

開
通

を
要

望
し

て
い

き
ま

す
。

都
市

計
画

課
8

2
8

都
市

計
画

区
域

再
編

に
係

る
「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(本

巣
小

学
校

区
)

4
1

＜
幹

線
道

路
の

計
画

に
つ

い
て

＞
第

２
縦

貫
道

の
計

画
が

も
っ

と
長

か
っ

た
が

短
縮

さ
れ

て
い

る
が

、
計

画
通

り
積

極
的

に
行

う
べ

き
で

あ
る

。
東

海
環

状
自

動
車

道
糸

貫
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
の

整
備

に
あ

わ
せ

、
本

巣
地

域
等

か
ら

連
絡

す
る

道
路

が
必

要
。

岐
阜

市
と

連
絡

す
る

道
路

が
必

要
で

あ
る

。

回
答

保
留

建
設

課
　

主
要

事
業

計
画

及
び

道
路

網
整

備
計

画
に

基
づ

い
て

整
備

を
行

い
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
具

体
的

に
は

、
都

市
計

画
道

路
長

良
糸

貫
線

の
整

備
促

進
、

更
に

は
、

そ
れ

を
取

り
巻

く
市

道
整

備
で

す
。

都
市

計
画

課
8

2
8

都
市

計
画

区
域

再
編

に
係

る
「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(本

巣
小

学
校

区
)

4
1

＜
東

海
環

状
自

動
車

道
に

つ
い

て
＞

東
海

環
状

自
動

車
道

の
糸

貫
イ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

岐
阜

イ
ン

タ
ー

、
大

垣
イ

ン
タ

ー
と

の
役

割
を

分
担

し
た

イ
ン

タ
ー

の
位

置
づ

け
が

必
要

。
回

答
保

留
建

設
課

　
東

海
環

状
自

動
車

道
糸

貫
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
を

本
巣

市
の

玄
関

口
と

し
て

位
置

づ
け

、
接

続
す

る
道

路
の

整
備

に
努

め
ま

す
。

都
市

計
画

課
8

2
8

都
市

計
画

区
域

再
編

に
係

る
「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(本

巣
小

学
校

区
)

4
1

＜
西

部
連

絡
道

に
つ

い
て

＞
西

部
縦

貫
は

完
成

し
た

の
で

し
ょ

う
か

。
歩

道
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

箇
所

が
あ

る
が

。
回

答
済

建
設

課
　

ま
だ

完
成

し
て

い
ま

せ
ん

。
今

後
、

順
次

、
整

備
を

し
て

い
く
予

定
に

な
っ

て
い

ま
す

。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

4
1

＜
有

料
橋

の
無

料
化

に
つ

い
て

＞
島

大
橋

は
、

無
料

化
(1

0
0
円

)さ
れ

な
い

の
か

。
回

答
済

建
設

課
　

岐
阜

県
が

島
大

橋
の

管
理

を
行

っ
て

い
ま

す
の

で
、

申
し

入
れ

を
行

い
ま

す
。

総
合

企
画

課
9

2
7

法
林

寺
自

治
会

市
長

座
談

会
4
1

文
殊

の
森

連
絡

道
路

の
整

備
に

つ
い

て
、

市
の

基
本

的
な

考
え

方
は

。
回

答
済

建
設

課
　

道
路

網
の

整
備

計
画

の
中

で
「
隣

接
市

町
と

の
交

流
」
「
交

通
渋

滞
の

緩
和

に
繋

が
る

路
線

」
「
観

光
促

進
に

繋
が

る
路

線
」
等

々
９

項
目

の
視

点
か

ら
評

価
を

し
て

長
期

計
画

に
位

置
づ

け
て

お
り

ま
す

。

総
合

企
画

課
1

1
7

中
島

自
治

会
市

長
座

談
会

4
1

西
部

連
絡

道
路

の
進

捗
状

況
と

完
成

時
期

に
つ

い
て

回
答

済
建

設
課

　
平

成
２

０
年

度
中

に
計

画
路

線
の

完
了

を
目

指
し

て
い

ま
す

が
、

平
成

２
１

年
度

に
一

部
繰

越
に

な
り

ま
す

。

総
合

企
画

課
1

1
7

中
島

自
治

会
市

長
座

談
会

4
1

国
道

１
５

７
号

線
三

橋
南

交
差

点
以

北
の

４
車

線
化

の
計

画
に

つ
い

て
回

答
済

建
設

課
　

道
路

管
理

者
で

あ
る

岐
阜

県
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、

４
車

線
化

に
つ

い
て

の
計

画
は

あ
り

ま
せ

ん
。

な
お

、
東

海
環

状
自

動
車

道
糸

貫
イ

ン
タ

ー
と

県
道

屋
井

黒
野

線
と

の
交

差
点

付
近

は
、

南
北

３
０

０
ｍ

ほ
ど

が
４

車
線

の
都

市
計

画
決

定
が

さ
れ

て
い

ま
す

。

社
会

教
育

課
5

3
0

第
一

回
本

巣
市

数
学

校
研

究
会

4
2

市
民

が
気

軽
に

行
く
こ

と
が

で
き

る
公

園
の

建
設

回
答

保
留

建
設

課

　
市

立
公

園
に

つ
き

ま
し

て
は

、
現

在
２

２
箇

所
設

置
し

て
お

り
適

切
な

維
持

管
理

に
努

め
る

と
と

も
に

、
市

民
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

整
備

充
実

を
検

討
し

、
一

層
の

利
用

促
進

に
つ

な
げ

て
い

き
ま

す
。

ま
た

、
地

域
的

な
配

置
バ

ラ
ン

ス
に

留
意

し
な

が
ら

市
民

の
安

ら
ぎ

や
憩

い
の

場
と

な
る

公
園

整
備

に
つ

い
て

も
検

討
し

ま
す

。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

4
2

＜
公

園
整

備
に

つ
い

て
＞

岐
阜

フ
ァ

ミ
リ

ー
ﾊ

ﾟｰ
ｸ
、

長
良

公
園

、
畜

産
セ

ン
タ

ー
の

よ
う

な
公

園
が

少
な

い
。

回
答

保
留

都
市

計
画

課
　

市
内

に
は

、
公

園
が

１
８

箇
所

整
備

さ
れ

、
市

民
の

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
年

間
の

維
持

経
費

が
嵩

ん
で

い
る

状
況

で
す

の
で

、
今

後
、

大
規

模
な

公
園

の
建

設
は

、
予

定
し

て
い

ま
せ

ん
。

下
水

道
課

6
2
2

下
福

島
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

4
3

自
家

水
（
井

戸
）
の

世
帯

が
若

干
残

っ
て

い
る

た
め

、
上

水
道

の
拡

張
を

お
願

い
し

た
い

。
回

答
保

留
上

水
道

課
　

上
水

道
の

拡
張

に
つ

い
て

は
、

未
整

備
区

域
の

解
消

を
図

る
べ

く
毎

年
事

業
を

実
施

し
て

お
り

ま
す

。

27



～
本

巣
市

政
の

総
点

検
～

　
  

  
  

  
 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
4
3

＜
下

水
道

に
つ

い
て

＞
各

家
庭

で
の

合
併

浄
化

槽
の

機
能

が
よ

く
な

っ
て

い
ま

す
。

設
備

費
、

管
理

費
の

か
か

る
公

共
事

業
は

い
ら

な
い

と
思

う
。

回
答

保
留

下
水

道
課

　
ど

ち
ら

も
長

所
・
短

所
が

あ
り

ま
す

が
、

地
域

ご
と

に
下

水
道

で
の

整
備

が
望

ま
し

い
か

、
合

併
処

理
浄

化
槽

で
の

整
備

が
望

ま
し

い
か

を
検

討
し

て
い

き
ま

す
。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

4
3

＜
上

水
道

の
水

質
改

善
に

つ
い

て
＞

本
巣

市
の

水
は

、
夏

は
生

ぬ
る

い
し

水
質

も
悪

い
。

北
方

町
の

水
を

飲
ん

で
参

考
に

さ
れ

た
ら

ど
う

で
す

か
。

回
答

保
留

上
水

道
課

　
水

道
水

は
、

北
方

町
と

同
様

に
地

下
水

を
水

源
と

し
て

お
り

、
カ

ル
シ

ウ
ム

・
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
等

の
含

有
量

は
北

方
町

の
水

道
水

と
ほ

ぼ
同

じ
で

す
。

ま
た

、
水

質
に

つ
い

て
は

、
水

質
基

準
が

定
め

ら
れ

て
お

り
ま

す
の

で
、

定
期

検
査

を
実

施
し

常
に

安
全

な
水

を
お

届
け

し
て

い
ま

す
。

総
合

企
画

課
4

3
0

市
政

の
方

向
性

や
施

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
意

見
（
提

案
）
票

4
5

「
樽

見
鉄

道
に

つ
い

て
」
車

内
で

の
学

生
の

話
し

声
で

、
車

内
放

送
が

聞
き

づ
ら

か
っ

た
。

何
ら

か
の

対
応

を
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課
　

樽
見

鉄
道

㈱
に

対
し

て
、

意
見

が
あ

っ
た

こ
と

を
伝

え
ま

し
た

。
　

今
後

も
要

望
等

が
あ

れ
ば

意
見

を
お

寄
せ

下
さ

い
。

総
合

企
画

課
4

2
2

本
巣

地
区

交
通

安
全

協
会

本
巣

支
部

本
巣

分
会

総
会

4
5

　
＜

も
と

バ
ス

に
つ

い
て

＞
　

も
と

バ
ス

の
運

行
を

中
止

し
て

、
そ

の
費

用
を

別
の

こ
と

に
利

用
し

て
は

ど
う

か
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

行
革

実
施

計
画

　
　

1
-
1
-
1
-
1
2

福
祉

敬
愛

課
5

2
2

平
成

2
0
年

度
(社

)本
巣

市
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
第

1
回

通
常

総
会

4
5

＜
も

と
バ

ス
は

即
刻

廃
止

す
べ

き
で

あ
る

。
＞

　
市

長
の

市
政

方
針

「
元

気
で

笑
顔

あ
ふ

れ
る

本
巣

市
づ

く
り

」
に

も
「
も

と
バ

ス
」
「
樽

見
鉄

道
」
等

の
公

共
交

通
機

関
の

改
善

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

「
も

と
バ

ス
」
の

運
行

に
つ

い
て

は
そ

の
意

義
が

全
く
理

解
で

き
な

い
。

　
「
も

と
バ

ス
」
を

時
々

見
か

け
る

が
、

乗
車

中
の

乗
客

を
見

た
こ

と
が

な
い

。
運

行
範

囲
は

市
内

に
限

ら
れ

、
運

行
回

数
も

８
本

/
日

と
非

常
に

少
な

く
、

４
時

半
に

は
終

了
で

小
学

生
の

下
校

時
間

と
間

違
う

ほ
ど

の
も

の
で

あ
り

、
誰

を
対

象
に

、
ど

の
様

な
利

用
目

的
と

し
た

バ
ス

運
行

な
の

か
不

明
で

あ
り

、
公

共
交

通
機

関
に

は
ほ

ど
遠

い
物

で
あ

る
。

　
ま

た
、

岐
阜

県
は

全
国

有
数

の
自

家
用

車
の

普
及

県
で

も
あ

り
、

当
地

も
一

家
に

複
数

台
の

自
動

車
が

あ
り

、
交

通
弱

者
と

言
わ

れ
る

人
は

非
常

に
少

な
い

よ
う

に
も

思
わ

れ
る

。
　

空
気

を
運

ぶ
バ

ス
を

運
行

さ
せ

る
ほ

ど
当

市
の

財
政

に
余

裕
が

あ
る

と
は

思
え

ず
、

無
駄

使
い

は
即

刻
や

め
る

べ
き

で
あ

る
。

（
止

め
る

勇
気

は
重

要
で

あ
る

。
）

　
真

の
交

通
弱

者
に

は
支

援
の

受
け

得
を

許
さ

ず
、

暖
か

み
の

あ
る

「
よ

り
便

利
な

支
援

方
法

」
を

別
途

検
討

し
た

方
が

費
用

も
少

な
く
、

生
き

た
使

い
方

に
な

る
と

思
わ

れ
る

。
　

市
長

は
、

「
も

と
バ

ス
」
の

改
善

を
方

針
に

挙
げ

て
い

る
が

、
も

し
継

続
す

る
の

で
あ

れ
ば

対
費

用
効

果
を

充
分

に
検

討
し

、
利

用
者

予
測

と
実

状
を

充
分

に
照

査
し

た
上

で
継

続
の

可
否

を
決

め
て

欲
し

い
。

福
祉

に
名

を
借

り
た

無
駄

使
い

ほ
ど

馬
鹿

ら
し

い
も

の
は

な
い

。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

下
水

道
課

6
2
2

下
福

島
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

4
5

も
と

バ
ス

の
乗

車
実

績
を

公
表

し
て

、
存

続
の

有
無

を
考

え
て

欲
し

い
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

　
も

と
バ

ス
の

乗
車

実
績

に
つ

い
て

は
議

会
だ

よ
り

に
一

般
質

問
と

し
て

受
け

た
内

容
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

存
続

や
運

行
形

態
の

変
更

に
つ

き
ま

し
て

は
本

年
度

、
利

用
実

績
や

コ
ス

ト
も

示
し

な
が

ら
利

用
者

及
び

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

市
民

の
意

見
を

反
映

さ
せ

た
、

本
巣

市
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

次
年

度
以

降
に

お
い

て
実

証
運

行
を

実
施

し
本

巣
市

に
即

し
た

公
共

交
通

機
関

の
検

討
を

実
施

し
ま

す
。

社
会

教
育

課
6

3
0

根
尾

女
性

の
会

座
談

会
4
5

<
樽

見
鉄

道
の

存
続

に
つ

い
て

>
通

勤
、

通
学

の
唯

一
の

公
共

的
な

交
通

機
関

で
あ

り
、

残
し

て
ほ

し
い

。
回

答
済

総
合

企
画

課
　

多
く
の

住
民

に
利

用
し

て
も

ら
う

こ
と

が
存

続
に

つ
な

が
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

社
会

教
育

課
7

7
平

成
2
0
年

度
本

巣
市

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
母

集
団

育
成

研
修

会
4
5

も
と

バ
ス

を
も

っ
と

有
効

活
用

す
べ

き
。

乗
ら

な
い

か
ら

廃
止

す
る

方
向

で
は

な
く
、

乗
り

た
く

な
る

よ
う

な
バ

ス
に

す
る

こ
と

を
考

え
る

べ
き

。
市

民
の

意
見

を
聞

い
て

魅
力

有
る

バ
ス

に
し

て
ほ

し
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
も

と
バ

ス
の

存
続

や
運

行
形

態
の

変
更

に
つ

き
ま

し
て

は
本

年
度

、
利

用
実

績
や

コ
ス

ト
も

示
し

な
が

ら
利

用
者

及
び

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

上
で

、
市

民
の

意
見

を
反

映
さ

せ
た

本
巣

市
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

次
年

度
以

降
に

お
い

て
実

証
運

行
を

実
施

し
本

巣
市

に
即

し
た

公
共

交
通

機
関

の
検

討
を

実
施

し
ま

す
。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
4
5

＜
も

と
バ

ス
に

つ
い

て
＞

高
齢

者
の

病
院

、
買

い
物

な
ど

、
も

と
バ

ス
の

最
適

な
利

用
法

を
考

え
て

欲
し

い
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

　
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

も
と

バ
ス

を
含

む
市

内
の

公
共

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

見
直

し
を

図
り

、
運

行
形

態
の

変
更

や
ル

ー
ト

及
び

ダ
イ

ヤ
改

正
等

、
よ

り
利

用
し

や
す

い
公

共
交

通
施

策
の

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
な

お
、

ル
ー

ト
に

つ
い

て
は

、
商

業
施

設
や

医
療

機
関

へ
の

ア
ク

セ
ス

も
考

慮
し

た
見

直
し

を
行

い
ま

す
。

　
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

も
と

バ
ス

を
含

む
市

内
の

公
共

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

見
直

し
を

図
り

、
運

行
形

態
や

ル
ー

ト
の

変
更

及
び

ダ
イ

ヤ
改

正
等

に
よ

り
利

用
し

や
す

い
公

共
交

通
体

系
の

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
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～
本

巣
市

政
の

総
点

検
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 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
4
5

＜
公

共
交

通
機

関
に

つ
い

て
＞

樽
見

線
、

も
と

バ
ス

問
題

に
つ

い
て

は
前

市
長

か
ら

の
検

討
課

題
で

す
の

で
、

も
う

そ
ろ

そ
ろ

結
論

を
出

し
て

も
い

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

平
成

２
１

年
度

か
ら

３
年

間
の

実
証

運
行

を
実

施
し

、
も

と
バ

ス
を

含
む

市
内

の
公

共
交

通
の

あ
り

方
に

つ
い

て
見

直
し

を
図

り
、

運
行

形
態

の
変

更
や

ル
ー

ト
及

び
ダ

イ
ヤ

改
正

、
樽

見
鉄

道
と

バ
ス

の
結

節
向

上
等

、
よ

り
利

用
し

や
す

い
公

共
交

通
施

策
の

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
　

樽
見

鉄
道

に
つ

き
ま

し
て

は
、

沿
線

市
町

で
構

成
す

る
樽

見
鉄

道
連

絡
協

議
会

に
お

い
て

平
成

２
０

年
１

月
に

樽
見

鉄
道

の
第

二
次

経
営

改
善

計
画

を
承

認
し

、
平

成
２

２
年

度
ま

で
の

経
営

支
援

継
続

を
決

定
し

た
と

こ
ろ

で
す

。
今

後
は

第
二

次
経

営
改

善
計

画
の

遂
行

状
況

を
注

視
し

な
が

ら
、

樽
見

鉄
道

の
利

用
促

進
に

一
層

努
め

て
い

き
ま

す
。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
4
5

＜
も

と
バ

ス
に

つ
い

て
＞

も
と

バ
ス

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
足

と
し

て
子

供
、

老
人

な
ど

、
車

に
乗

れ
な

い
方

に
必

要
で

あ
る

が
、

乗
車

人
数

が
少

な
い

の
で

ワ
ゴ

ン
車

で
充

分
だ

と
思

う
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

　
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

も
と

バ
ス

を
含

む
市

内
の

公
共

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

見
直

し
を

図
り

、
運

行
形

態
の

変
更

や
ル

ー
ト

及
び

ダ
イ

ヤ
改

正
等

、
よ

り
利

用
し

や
す

い
公

共
交

通
施

策
の

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
な

お
、

平
成

２
１

年
度

以
降

に
実

施
す

る
実

証
実

験
の

結
果

に
よ

っ
て

は
、

ワ
ゴ

ン
車

両
に

よ
る

運
行

を
検

討
し

ま
す

。

都
市

計
画

課
8

2
8

都
市

計
画

区
域

再
編

に
係

る
「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(本

巣
小

学
校

区
)

4
5

＜
樽

見
鉄

道
に

つ
い

て
＞

本
巣

地
域

に
お

い
て

は
、

鉄
道

が
存

在
し

て
い

る
が

、
こ

れ
が

無
く
な

る
よ

う
な

こ
と

が
あ

る
と

困
る

た
め

、
今

後
将

来
を

含
め

て
無

く
な

ら
な

い
よ

う
に

す
べ

き
と

考
え

る
。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

　
存

続
に

つ
き

ま
し

て
は

、
沿

線
市

町
で

構
成

す
る

樽
見

鉄
道

連
絡

協
議

会
に

お
い

て
協

調
補

助
を

行
い

な
が

ら
、

存
続

に
向

け
た

取
り

組
み

を
行

な
っ

て
い

ま
す

が
、

経
営

は
大

変
厳

し
い

も
の

で
あ

り
、

地
域

の
皆

様
に

よ
り

多
く
利

用
し

て
い

た
だ

く
以

外
、

残
さ

れ
た

道
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、

地
域

に
お

け
る

ご
利

用
を

お
願

い
し

ま
す

。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

4
5

＜
も

と
バ

ス
な

ど
の

公
共

交
通

機
関

の
改

善
に

つ
い

て
＞

岐
阜

市
内

へ
の

バ
ス

の
便

を
１

時
間

に
1
本

で
な

く
２

本
位

に
増

や
し

て
ほ

し
い

。
電

車
は

１
時

間
に

3
本

あ
り

ま
し

た
。

モ
ト

バ
ス

を
中

間
に

北
方

ま
で

走
ら

せ
て

ほ
し

い
。

北
方

の
医

者
に

行
っ

て
も

、
帰

り
も

1
時

間
待

た
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

医
者

の
あ

る
と

こ
ろ

に
モ

ト
バ

ス
を

走
ら

せ
て

ほ
し

い
。

医
者

へ
行

く
の

に
歩

い
て

は
時

間
が

か
か

り
ま

す
。

1
箇

所
以

上
行

け
な

い
。

時
間

が
か

か
り

ま
す

。
　

医
者

め
ぐ

り
買

物
に

行
け

な
い

。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

　
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

も
と

バ
ス

を
含

む
市

内
の

公
共

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

見
直

し
を

図
り

、
運

行
形

態
の

変
更

や
ル

ー
ト

及
び

ダ
イ

ヤ
改

正
等

、
よ

り
利

用
し

や
す

い
公

共
交

通
施

策
の

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
　

岐
阜

市
方

面
へ

の
ア

ク
セ

ス
に

つ
い

て
は

、
名

鉄
揖

斐
線

廃
止

代
替

バ
ス

路
線

を
運

行
し

て
い

る
岐

阜
乗

合
自

動
車

㈱
に

対
し

て
、

路
線

を
充

実
す

る
よ

う
要

望
し

ま
す

。

都
市

計
画

課
9

4
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(弾

正
小

学
校

区
)

4
5

＜
も

と
バ

ス
に

つ
い

て
＞

も
と

バ
ス

に
つ

い
て

は
穂

積
駅

と
接

続
し

な
い

と
利

用
価

値
が

無
い

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

も
と

バ
ス

を
含

む
市

内
の

公
共

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

見
直

し
を

図
り

、
運

行
形

態
の

変
更

や
ル

ー
ト

及
び

ダ
イ

ヤ
改

正
等

、
よ

り
利

用
し

や
す

い
公

共
交

通
施

策
の

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
　

Ｊ
Ｒ

穂
積

駅
へ

の
ア

ク
セ

ス
に

つ
い

て
は

、
岐

阜
バ

ス
と

も
と

バ
ス

と
の

結
節

強
化

に
よ

り
利

便
性

の
向

上
に

努
め

ま
す

。

総
合

企
画

課
9

5
小

弾
正

自
治

会
市

長
座

談
会

4
5

樽
見

鉄
道

に
自

転
車

、
バ

イ
ク

を
乗

せ
る

こ
と

が
で

き
な

い
か

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
樽

見
鉄

道
㈱

に
対

し
て

、
意

見
が

あ
っ

た
こ

と
を

伝
え

ま
し

た
。

　
今

後
も

要
望

等
が

あ
れ

ば
意

見
を

お
寄

せ
下

さ
い

。

総
合

企
画

課
9

5
小

弾
正

自
治

会
市

長
座

談
会

4
5

「
も

と
バ

ス
」
を

医
療

施
設

等
に

止
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

か
。

回
答

済
総

合
企

画
課

　
病

院
や

買
い

物
の

利
用

が
多

い
の

で
、

市
民

の
意

見
を

聞
き

、
も

と
バ

ス
の

議
論

を
し

て
か

ら
、

運
行

方
法

の
検

討
を

し
ま

す
。

29



～
本

巣
市

政
の

総
点

検
～

　
  

  
  

  
 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

総
合

企
画

課
4

3
0

市
政

の
方

向
性

や
施

策
の

あ
り

方
に

関
す

る
意

見
（
提

案
）
票

4
6

「
葬

祭
場

に
つ

い
て

」
建

設
に

は
賛

成
で

す
が

、
何

年
か

後
と

な
る

の
で

岐
阜

市
を

利
用

し
た

場
合

の
差

額
の

補
助

な
ど

を
考

え
ら

れ
て

は
。

回
答

保
留

生
活

環
境

課

下
水

道
課

5
1
8

弾
正

西
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

4
6

＜
火

葬
場

の
建

設
に

つ
い

て
＞

現
状

、
岐

阜
市

・
大

垣
市

ま
で

行
か

な
い

と
火

葬
が

出
来

な
い

為
、

市
内

に
も

火
葬

場
を

設
け

て
欲

し
い

。
回

答
保

留
生

活
環

境
課

農
政

課
6

9
も

と
す

織
部

祭
り

実
行

委
員

会
4
6

 
「
元

気
で

笑
顔

あ
ふ

れ
る

本
巣

市
づ

く
り

」
の

内
、

葬
祭

場
の

整
備

が
重

要
項

目
の

1
つ

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
人

口
３

．
５

万
の

市
に

単
独

運
営

（
採

算
面

）
が

出
来

る
の

で
し

ょ
う

か
。

広
域

か
、

又
は

、
民

間
の

を
利

用
さ

せ
て

も
ら

え
ば

よ
い

の
で

は
。

回
答

保
留

生
活

環
境

課

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
4
6

＜
セ

レ
モ

ニ
ー

ホ
ー

ル
の

建
設

に
つ

い
て

＞
斎

場
が

他
町

と
の

広
域

と
な

る
の

な
ら

、
市

で
セ

レ
モ

ニ
ー

ホ
ー

ル
を

建
設

し
て

欲
し

い
。

回
答

保
留

生
活

環
境

課
　

多
く
の

市
民

が
斎

場
建

設
を

望
ん

で
お

り
、

第
1
次

総
合

計
画

で
、

市
営

斎
場

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

本
市

の
斎

場
建

設
に

つ
き

ま
し

て
は

広
域

が
望

ま
し

い
と

考
え

て
い

ま
す

の
で

、
具

体
化

し
た

時
点

で
皆

さ
ん

に
お

知
ら

せ
し

ま
す

。

総
合

企
画

課
1

1
7

中
島

自
治

会
市

長
座

談
会

4
6

火
葬

場
及

び
斎

場
建

設
に

つ
い

て
回

答
済

生
活

環
境

課
　

揖
斐

広
域

斎
場

へ
の

加
入

は
、

近
隣

の
状

況
を

見
な

が
ら

検
討

し
ま

す
。

福
祉

敬
愛

課
6

1
2

本
巣

市
遺

族
連

合
会

役
員

会
4
7

〈
慰

霊
施

設
水

道
使

用
料

の
免

除
に

つ
い

て
〉

各
地

域
の

慰
霊

碑
に

設
置

し
て

あ
る

水
道

施
設

の
使

用
料

金
に

つ
い

て
は

、
施

設
を

管
理

し
て

い
る

各
遺

族
会

で
支

払
っ

て
い

る
が

、
慰

霊
碑

参
拝

時
に

供
花

の
た

め
使

用
す

る
も

の
で

あ
り

、
免

除
す

べ
き

で
あ

る
。

回
答

保
留

上
水

道
課

　
公

共
施

設
、

自
治

会
公

民
館

、
墓

地
な

ど
も

水
道

料
金

を
徴

収
す

る
対

象
施

設
と

し
て

お
り

、
慰

霊
施

設
に

つ
い

て
も

同
様

の
運

用
を

し
て

い
ま

す
。

下
水

道
課

6
2
2

下
福

島
地

区
農

業
集

落
排

水
管

理
組

合
平

成
2
0
年

度
総

代
会

4
7

建
て

売
り

住
宅

等
の

開
発

工
事

に
統

一
性

が
無

い
。

計
画

性
を

持
っ

た
開

発
を

願
う

。
回

答
保

留
都

市
計

画
課

　
現

在
、

本
巣

市
で

は
、

１
，

０
０

０
㎡

を
超

え
る

開
発

に
つ

い
て

は
、

「
本

巣
市

土
地

開
発

事
業

の
調

整
に

関
す

る
規

則
」
に

基
づ

く
開

発
申

請
を

い
た

だ
い

て
、

一
律

的
な

基
準

の
も

と
に

土
地

開
発

を
お

願
い

し
て

い
ま

す
。

都
市

計
画

課
8

2
8

都
市

計
画

区
域

再
編

に
係

る
「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(本

巣
小

学
校

区
)

4
7

＜
都

市
計

画
区

域
再

編
に

つ
い

て
＞

単
独

都
計

の
メ

リ
ッ

ト
を

明
確

化
し

て
ほ

し
い

。
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

は
、

都
計

区
域

の
み

定
め

る
べ

き
で

だ
。

全
体

に
計

画
が

雑
で

あ
る

。
(例

　
里

づ
く
り

と
ま

ち
づ

く
り

な
ど

、
都

市
公

園
)

回
答

保
留

都
市

計
画

課
　

旧
糸

貫
地

域
の

一
部

が
岐

阜
都

市
計

画
区

域
に

指
定

さ
れ

、
そ

れ
以

外
の

多
く
の

部
分

で
都

市
計

画
が

指
定

さ
れ

て
お

ら
ず

、
宅

地
化

が
進

行
し

て
い

ま
す

。
都

市
計

画
内

外
で

は
、

大
き

な
規

制
格

差
が

あ
る

た
め

、
南

部
地

域
の

平
坦

部
に

お
い

て
統

一
し

た
都

市
計

画
の

指
定

を
検

討
し

て
い

ま
す

。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

4
7

＜
都

市
計

画
区

域
の

再
編

に
つ

い
て

＞
周

辺
地

域
（
大

野
町

、
神

戸
町

、
北

方
町

）
に

比
べ

て
、

都
市

計
画

区
域

の
制

定
は

、
遅

す
ぎ

る
く
ら

い
な

の
で

、
早

急
に

お
願

い
し

た
い

。
岐

阜
市

と
別

々
に

な
る

の
は

大
変

良
い

と
考

え
ま

す
。

地
元

住
民

と
し

て
は

、
事

前
に

相
談

会
が

あ
る

と
良

い
。

こ
の

よ
う

な
会

を
開

催
す

る
に

回
覧

板
だ

け
で

は
、

た
く
さ

ん
の

人
は

集
ま

ら
な

い
と

思
う

。
も

っ
と

、
Ｐ

Ｒ
が

必
要

。

回
答

保
留

都
市

計
画

課
　

都
市

計
画

の
指

定
に

は
、

市
民

の
合

意
が

不
可

欠
で

あ
り

、
で

き
る

だ
け

多
く
機

会
を

捉
え

て
懇

談
会

や
説

明
会

を
開

催
し

、
本

巣
市

単
独

の
都

市
計

画
を

早
期

に
指

定
し

て
い

き
た

い
。

都
市

計
画

課
9

2
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(真

桑
小

学
校

区
)

4
7

＜
都

市
計

画
に

つ
い

て
＞

ま
ち

づ
く
り

懇
談

会
の

案
内

は
、

少
な

く
と

も
2
0
日

以
前

に
は

出
し

て
ほ

し
い

。
都

市
計

画
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

は
、

解
り

に
く
く
も

っ
と

解
り

や
す

く
し

て
ほ

し
い

。
ビ

ジ
ョ

ン
･目

標
は

し
っ

か
り

書
か

れ
て

い
る

が
、

過
去

の
工

事
の

遅
れ

や
無

秩
序

に
開

発
が

行
わ

れ
、

農
地

地
域

に
住

宅
等

が
混

在
し

て
、

住
み

に
く
く
な

っ
て

い
る

。
も

っ
と

規
制

強
化

が
必

要
で

す
。

回
答

保
留

都
市

計
画

課
　

農
業

地
域

に
宅

地
が

混
在

す
る

状
態

は
、

認
識

し
て

お
り

、
好

ま
し

い
状

況
で

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、
早

期
に

都
市

計
画

の
指

定
を

行
い

、
土

地
利

用
に

秩
序

を
持

た
せ

て
い

き
た

い
。

　
多

く
の

市
民

が
斎

場
建

設
を

望
ん

で
お

り
、

本
巣

市
第

1
次

総
合

計
画

の
中

で
、

市
営

斎
場

の
整

備
を

進
め

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

市
の

事
業

に
は

、
地

域
住

民
の

福
祉

の
た

め
採

算
を

無
視

し
進

め
な

く
て

は
な

ら
な

い
事

業
が

あ
り

、
市

営
斎

場
の

整
備

も
そ

の
一

つ
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
整

備
に

つ
い

て
は

少
な

い
経

費
で

大
き

な
効

果
を

望
む

も
の

で
、

市
民

の
皆

様
の

負
担

の
軽

減
も

含
め

、
意

見
に

あ
り

ま
し

た
広

域
化

（
揖

斐
広

域
斎

場
の

加
入

）
に

つ
い

て
現

在
協

議
を

進
め

て
い

ま
す

。

30



～
本

巣
市

政
の

総
点

検
～

　
  

  
  

  
 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

都
市

計
画

課
9

4
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(弾

正
小

学
校

区
)

4
7

＜
都

市
計

画
区

域
再

編
に

つ
い

て
＞

ま
ち

づ
く
り

懇
談

会
に

出
席

し
、

説
明

を
受

け
ま

し
た

中
で

、
都

市
計

画
区

域
の

再
編

に
つ

い
て

は
、

賛
同

で
き

ま
す

が
、

岐
阜

県
下

に
お

い
て

人
口

減
少

傾
向

に
あ

り
、

そ
の

中
で

人
口

増
加

し
て

い
る

数
少

な
い

地
域

の
一

つ
で

す
。

人
口

増
加

と
土

地
利

用
規

制
と

は
、

関
連

し
て

お
り

、
ま

た
人

口
増

加
が

本
巣

市
の

発
展

に
つ

な
が

る
と

思
い

ま
す

。
特

に
真

正
地

域
に

お
い

て
は

、
今

ま
で

農
振

法
等

の
規

則
で

、
多

く
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
こ

う
し

た
緩

い
規

制
か

ら
い

き
な

り
き

め
細

か
い

網
を

か
ぶ

せ
る

よ
り

、
必

要
最

小
の

規
制

と
し

て
建

築
確

認
申

請
が

必
要

な
、

都
市

計
画

区
域

内
に

入
れ

て
、

し
ば

ら
く
様

子
を

見
極

め
て

か
ら

、
用

途
地

域
の

指
定

を
検

討
さ

れ
て

は
い

か
が

か
と

思
い

ま
す

。
(例

え
ば

大
野

町
、

揖
斐

川
町

の
等

の
よ

う
に

)そ
の

間
に

イ
ン

フ
ラ

の
整

備
を

充
分

に
進

め
、

よ
り

良
い

街
づ

く
り

を
先

行
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

回
答

保
留

都
市

計
画

課

　
旧

糸
貫

地
域

の
一

部
が

岐
阜

都
市

計
画

区
域

に
指

定
さ

れ
、

そ
れ

以
外

の
多

く
の

部
分

で
都

市
計

画
が

指
定

さ
れ

て
お

ら
ず

、
宅

地
化

が
進

行
し

て
お

り
ま

す
。

都
市

計
画

内
外

で
は

、
大

き
な

規
制

格
差

が
あ

る
た

め
、

南
部

地
域

の
平

坦
部

に
お

い
て

統
一

の
都

市
計

画
の

指
定

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

規
制

は
、

必
要

最
小

限
の

基
準

と
し

て
、

開
発

許
可

と
確

認
申

請
を

義
務

づ
け

る
程

度
の

規
制

を
検

討
し

て
い

ま
す

。
現

在
、

国
県

と
協

議
を

進
め

て
お

り
、

明
ら

か
に

な
っ

た
部

分
か

ら
ご

説
明

を
さ

せ
て

い
た

だ
ま

す
。

都
市

計
画

課
9

4
都

市
計

画
区

域
再

編
に

係
る

「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(弾

正
小

学
校

区
)

4
7

＜
都

市
計

画
区

域
再

編
に

つ
い

て
＞

南
部

Ｂ
地

域
の

人
口

が
増

え
る

場
合

、
い

わ
ゆ

る
ス

プ
ロ

ー
ル

化
に

よ
り

自
動

車
交

通
へ

の
依

存
度

が
高

く
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

乗
り

や
す

い
公

共
交

通
機

関
（
理

想
で

は
Ｌ

Ｒ
Ｔ

、
オ

ム
ニ

バ
ス

ラ
イ

ン
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

の
有

効
活

用
）
を

考
慮

し
ま

せ
ん

か
。

次
に

サ
イ

ク
ル

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

や
ル

ー
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

を
活

用
で

き
る

よ
う

に
結

節
点

の
駐

車
場

整
備

や
ス

ム
ー

ズ
な

公
共

交
通

機
関

の
利

用
改

善
に

取
り

組
み

ま
せ

ん
か

。

回
答

保
留

総
合

企
画

課

　
平

成
２

０
年

度
に

お
い

て
地

域
公

共
交

通
総

合
連

携
計

画
を

策
定

し
、

も
と

バ
ス

を
含

む
市

内
の

公
共

交
通

の
あ

り
方

に
つ

い
て

見
直

し
を

図
り

、
運

行
形

態
の

変
更

や
ル

ー
ト

及
び

ダ
イ

ヤ
改

正
等

に
よ

り
利

用
し

や
す

い
公

共
交

通
施

策
の

実
現

に
取

り
組

ん
で

い
き

ま
す

。
　

サ
イ

ク
ル

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

に
つ

き
ま

し
て

は
、

既
存

の
樽

見
鉄

道
の

駅
に

は
駐

輪
場

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
現

在
に

お
い

て
も

、
も

と
バ

ス
と

樽
見

鉄
道

の
結

節
に

よ
り

可
能

で
あ

り
、

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
に

つ
き

ま
し

て
は

、
本

巣
市

に
お

い
て

は
未

だ
自

家
用

車
に

依
存

し
た

移
動

形
態

で
あ

る
た

め
、

今
後

の
高

齢
化

に
よ

る
交

通
弱

者
の

増
加

を
鑑

み
な

が
ら

必
要

性
に

つ
い

て
検

討
し

ま
す

。

福
祉

敬
愛

課
7

1
8

本
巣

市
民

生
委

員
児

童
委

員
連

合
協

議
会

研
修

会
5
0

＜
小

中
学

校
等

の
施

設
整

備
に

つ
い

て
＞

幼
稚

園
、

小
中

学
校

舎
等

の
耐

震
化

、
ア

ス
ベ

ス
ト

問
題

に
対

し
、

早
期

に
環

境
整

備
を

お
願

い
し

た
い

。
回

答
保

留
子

ど
も

大
切

課 教
育

総
務

課

社
会

教
育

課
6

5
本

巣
市

体
育

指
導

委
員

会
　

6
月

定
例

会
5
1

根
尾

中
の

カ
ナ

ダ
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
を

残
し

て
欲

し
い

。
ホ

ス
ト

フ
ァ

ミ
リ

ー
に

な
る

の
は

大
変

だ
が

、
子

ど
も

達
の

視
野

が
広

が
り

、
帰

国
し

た
時

の
顔

は
輝

い
て

い
る

。
小

さ
な

学
校

だ
か

ら
こ

そ
で

き
る

こ
と

で
あ

る
。

回
答

保
留

学
校

教
育

課
　

外
国

の
文

化
や

価
値

観
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

し
、

国
際

感
覚

に
優

れ
た

人
づ

く
り

に
努

め
る

こ
と

は
重

要
で

あ
る

と
認

識
し

て
お

り
、

根
尾

地
域

審
議

会
か

ら
出

さ
れ

た
意

見
等

を
も

と
に

検
討

し
ま

す
。

都
市

計
画

課
8

2
8

都
市

計
画

区
域

再
編

に
係

る
「
ま

ち
づ

く
り

懇
談

会
」
(本

巣
小

学
校

区
)

5
1

＜
大

学
の

設
置

に
つ

い
て

＞
本

巣
地

域
に

は
大

学
が

無
く
、

学
習

拠
点

と
な

る
空

間
が

必
要

、
生

涯
学

習
に

も
役

立
つ

。
回

答
保

留
総

合
企

画
課

　
大

学
設

置
に

つ
い

て
は

、
現

在
計

画
は

あ
り

ま
せ

ん
。

公
民

館
等

の
施

設
を

活
用

し
生

涯
学

習
を

推
進

し
て

い
き

ま
す

。

総
合

企
画

課
9

2
見

延
自

治
会

市
長

座
談

会
5
1

給
食

セ
ン

タ
ー

を
新

し
く
新

築
す

る
必

要
が

あ
っ

た
の

か
。

回
答

済
教

育
総

務
課

　
老

朽
化

し
て

い
た

３
つ

の
給

食
セ

ン
タ

ー
を

統
合

し
新

し
く
建

設
す

る
こ

と
に

よ
り

、
調

理
の

効
率

化
が

図
ら

れ
る

と
と

も
に

、
ド

ラ
イ

シ
ス

テ
ム

方
式

を
導

入
す

る
こ

と
で

、
よ

り
衛

生
的

で
安

心
・
安

全
な

給
食

を
提

供
で

き
る

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。

社
会

教
育

課
7

7
平

成
2
0
年

度
本

巣
市

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
母

集
団

育
成

研
修

会
5
2

就
学

前
の

子
ど

も
と

高
齢

者
の

ス
ポ

ー
ツ

機
会

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
し

ん
せ

い
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

を
市

内
全

域
に

拡
大

し
て

ほ
し

い
。

回
答

保
留

社
会

教
育

課
　

市
内

全
域

で
の

講
座

開
催

を
進

め
、

全
地

域
で

幅
広

い
ス

ポ
ー

ツ
機

会
の

提
供

を
充

実
し

て
い

き
ま

す
。

社
会

教
育

課
7

7
平

成
2
0
年

度
本

巣
市

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
母

集
団

育
成

研
修

会
5
2

真
正

中
学

校
に

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

部
を

作
っ

て
ほ

し
い

。
（
真

正
ジ

ュ
ニ

ア
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

が
足

掛
け

十
年

以
上

、
要

望
し

続
け

て
い

る
。

）
　

直
接

市
、

中
学

校
に

伺
い

要
望

し
た

が
、

教
師

不
足

な
ど

の
返

答
で

身
動

き
が

取
れ

な
い

状
況

で
あ

る
。

４
年

間
少

年
団

で
頑

張
っ

て
き

た
事

が
、

中
学

で
途

切
れ

て
し

ま
う

。

回
答

保
留

学
校

教
育

課

　
現

在
、

真
正

中
学

校
に

は
１

４
の

部
活

が
有

り
、

こ
れ

以
上

の
部

活
の

増
は

指
導

教
師

の
不

足
に

な
る

と
共

に
練

習
場

の
確

保
が

で
き

な
い

状
況

と
な

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
部

員
数

が
一

定
以

上
確

保
で

き
る

見
通

し
が

無
い

た
め

バ
ト

ミ
ン

ト
ン

部
を

作
る

こ
と

は
考

え
て

い
ま

せ
ん

。
　

な
お

、
し

ん
せ

い
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

に
バ

ト
ミ

ン
ト

ン
ク

ラ
ブ

が
あ

り
、

そ
こ

で
練

習
等

を
行

え
ば

中
体

連
の

大
会

へ
の

参
加

は
で

き
ま

す
。

　
耐

震
化

に
つ

き
ま

し
て

は
、

幼
稚

園
・
保

育
園

等
の

う
ち

旧
耐

震
基

準
（
Ｓ

5
6
年

以
前

）
で

建
築

し
た

園
は

、
本

巣
、

本
巣

西
、

神
海

、
糸

貫
東

・
西

幼
児

園
の

5
施

設
で

あ
り

、
現

在
、

耐
震

診
断

等
計

画
的

な
実

施
に

向
け

て
検

討
し

て
い

ま
す

。
ま

た
、

小
中

学
校

に
つ

い
て

は
、

平
成

2
4
年

度
ま

で
の

計
画

を
平

成
2
2
年

度
ま

で
に

前
倒

し
、

耐
震

化
の

早
期

実
現

を
図

る
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

　
ア

ス
ベ

ス
ト

問
題

に
つ

き
ま

し
て

は
、

幼
稚

園
・
保

育
園

等
に

つ
い

て
は

、
直

ち
に

空
気

中
に

飛
散

す
る

恐
れ

の
あ

る
施

設
は

あ
り

ま
せ

ん
が

建
築

資
材

に
一

部
含

有
し

て
い

る
建

材
が

あ
る

た
め

、
施

設
改

修
等

の
折

に
撤

去
し

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

ま
た

、
小

中
学

校
に

つ
い

て
は

平
成

2
0
年

9
月

に
調

査
を

実
施

し
、

す
べ

て
の

施
設

に
使

用
が

無
い

こ
と

を
確

認
済

で
す

。
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～
本

巣
市

政
の

総
点

検
～

　
  

  
  

  
 市

 民
 の

 皆
 様

 か
 ら

 の
 意

 見
 等

月
日

①
②

③

対
応

状
況

対
応

課
回

答
備

考

地
域

座
談

会
の

開
催

実
績

意
見

等
の

要
旨

意
 見

 等
 

関
連

す
る

施
策

分
野

コ
ー

ド
会

議
、

会
合

、
イ

ベ
ン

ト
等

の
名

称
課

　
名

開
催

日
時

総
合

企
画

課
7

9
本

巣
外

山
７

自
治

会
市

長
座

談
会

5
2

親
の

子
育

て
能

力
が

低
下

し
て

い
る

の
で

「
親

育
ち

」
が

必
要

回
答

保
留

社
会

教
育

課

　
家

庭
教

育
の

支
援

を
目

的
と

し
た

家
庭

教
育

学
級

を
、

市
内

の
保

育
園

、
幼

稚
園

、
小

中
学

校
に

委
託

し
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
活

動
の

一
環

と
し

て
位

置
づ

け
て

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
乳

幼
児

の
子

を
持

つ
親

を
対

象
と

し
て

公
募

し
、

乳
幼

児
期

家
庭

教
育

学
級

を
開

催
し

て
い

ま
す

。
　

今
後

も
よ

り
多

く
の

方
に

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

事
業

の
見

直
し

を
検

討
し

て
い

ま
す

。

秘
書

広
報

課
8

5
本

巣
ＩＴ

ク
ラ

ブ
市

長
要

望
5
2

〈
市

民
が

活
用

で
き

る
ＩＴ

環
境

の
整

備
に

つ
い

て
〉

　
　

糸
貫

地
域

、
根

尾
地

域
に

は
、

市
民

が
自

由
に

活
用

で
き

る
ＩＴ

環
境

が
整

備
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
パ

ソ
コ

ン
教

室
が

行
え

る
よ

う
な

環
境

を
整

備
し

て
ほ

し
い

。

回
答

保
留

総
合

企
画

課
社

会
教

育
課

秘
書

広
報

課
8

5
本

巣
ＩＴ

ク
ラ

ブ
市

長
要

望
5
2

〈
糸

貫
中

学
校

の
パ

ソ
コ

ン
室

の
活

用
に

つ
い

て
〉

学
校

の
パ

ソ
コ

ン
室

を
空

い
て

い
る

時
間

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

開
催

す
る

パ
ソ

コ
ン

教
室

と
し

て
利

用
さ

せ
て

ほ
し

い
。

回
答

保
留

学
校

教
育

課
社

会
教

育
課

総
合

企
画

課
9

2
見

延
自

治
会

市
長

座
談

会
5
2

南
部

ふ
れ

あ
い

セ
ン

タ
ー

の
計

画
が

あ
る

が
、

必
要

な
の

か
。

富
有

柿
の

里
の

利
用

が
少

な
い

が
。

回
答

済
社

会
教

育
課

　
南

部
ふ

れ
あ

い
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
ス

ポ
ー

ツ
が

で
き

る
施

設
を

考
え

て
い

ま
す

。
ま

た
、

富
有

柿
の

里
は

利
用

方
法

の
検

討
が

必
要

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。

市
長

か
ら

9
1
4

大
門

自
治

会
ふ

れ
あ

い
祭

り
5
2

市
民

運
動

会
に

つ
い

て
は

、
４

地
域

で
開

催
し

て
い

る
が

市
１

本
と

し
実

施
で

き
な

い
か

。
回

答
保

留
社

会
教

育
課

　
市

1
本

で
市

民
運

動
会

を
開

催
す

る
に

は
、

開
催

に
見

合
う

会
場

が
無

い
こ

と
や

現
在

の
参

加
人

数
を

抱
え

る
こ

と
の

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

編
成

が
で

き
な

い
こ

と
か

ら
、

１
本

化
を

し
て

の
市

民
運

動
会

の
開

催
は

考
え

て
お

り
ま

せ
ん

。
　

ま
た

、
平

成
１

８
年

１
1
月

に
社

会
教

育
課

に
て

行
い

ま
し

た
市

民
運

動
会

に
関

し
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

に
お

い
て

も
「
現

在
の

形
で

実
施

す
る

」
と

い
う

回
答

を
最

も
多

く
頂

い
て

い
ま

す
。

市
長

か
ら

9
1
4

大
門

自
治

会
ふ

れ
あ

い
祭

り
5
2

ス
ポ

ー
ツ

競
技

で
本

巣
市

の
大

会
が

開
催

で
き

な
い

か
。

（
例

：
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
）

回
答

保
留

社
会

教
育

課
　

現
在

、
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

に
つ

い
て

は
５

月
に

市
大

会
を

開
催

し
て

い
ま

す
。

　
今

後
、

競
技

人
口

が
多

く
、

且
つ

初
心

者
の

方
で

も
気

軽
に

楽
し

め
る

競
技

が
あ

れ
ば

、
市

大
会

開
催

の
必

要
性

も
含

め
て

検
討

し
て

い
き

ま
す

。

社
会

教
育

課
5

3
0

第
一

回
本

巣
市

数
学

校
研

究
会

5
3

高
木

貞
治

博
士

の
偉

業
を

顕
彰

す
る

建
物

の
建

設
回

答
保

留
社

会
教

育
課

　
糸

貫
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
や

富
有

柿
セ

ン
タ

ー
に

コ
ー

ナ
ー

等
を

設
け

顕
彰

を
し

て
い

る
状

況
で

す
。

今
後

も
新

た
に

建
物

を
建

設
す

る
の

で
は

な
く
、

既
存

の
建

物
を

有
効

に
活

用
し

顕
彰

す
る

こ
と

を
検

討
し

ま
す

。

総
合

企
画

課
7

9
本

巣
外

山
７

自
治

会
市

長
座

談
会

5
5

自
治

会
内

で
細

々
と

受
け

継
い

で
い

る
「
地

域
の

伝
統

文
化

の
保

護
・
育

成
」
の

施
策

は
何

か
な

い
か

。
回

答
保

留
社

会
教

育
課

　
文

化
財

と
し

て
価

値
が

あ
り

、
か

つ
所

有
者

、
管

理
者

の
同

意
が

得
ら

れ
れ

ば
、

無
形

民
俗

文
化

財
専

門
の

調
査

員
を

招
き

、
専

門
調

査
を

経
た

上
で

指
定

文
化

財
と

し
て

指
定

し
、

保
護

･育
成

に
対

す
る

補
助

を
行

っ
て

い
ま

す
。

回
答

保
留

　
本

巣
、

真
正

地
域

に
つ

い
て

は
、

現
在

公
民

館
内

に
パ

ソ
コ

ン
教

室
を

行
う

設
備

が
整

っ
て

い
ま

す
の

で
、

現
在

の
と

こ
ろ

、
こ

れ
ら

の
施

設
を

共
有

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

総
合

企
画

課
社

会
教

育
課

　
林

道
宮

谷
金

坂
線

に
つ

い
て

は
、

林
業

施
業

の
た

め
に

整
備

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
林

業
以

外
に

発
展

し
た

考
え

は
持

っ
て

お
ら

ず
、

健
康

ウ
ォ

ー
ク

等
の

コ
ー

ス
づ

く
り

に
つ

い
て

も
現

段
階

で
は

考
え

て
い

ま
せ

ん
。

農
政

課
6

9
も

と
す

織
部

祭
り

実
行

委
員

会
4
5

5
3

宮
谷

～
金

坂
線

の
林

道
が

ま
も

な
く
開

通
と

な
り

ま
す

。
「
健

康
ウ

ォ
ー

ク
」
等

、
樽

見
鉄

道
と

セ
ッ

ト
し

た
コ

ー
ス

造
り

を
考

え
て

宣
伝

し
て

は
ど

う
か

。
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